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序 文

八代平野には古墳時代を通して多くの古墳が築かれ、 固有の

古墳文化が営まれてきました。

ここに報告する西片町遺跡は、 八代平野北部に所在し、 新八

代総合庁舎建設事業に伴って、 建設予定地内の発掘調査を実施

したものです。

調査の結果、 古墳時代前期の集落跡の一部が確認され、 鋤や

斧柄未製品をはじめ多くの木製品が土器とともに出土しました。

県内の低湿地に位置する遺跡の重要性を改めて認識した調査

となりました。

この報告書が広く県民の皆様に利用され、 郷土や文化財の理

解、 愛護に活用されることを期待いたします。

なお発掘調査に際しましては、 文化財保護の観点から多大な

御協力を惜しまれなかった熊本県総務部地方課、 県八代事務所

ならびに地元の皆様方に心から厚く御礼を申しあげます。

平成8年3月2 5日

熊本県教育長 東 坂 力



例
1 本書は熊本県八代市西片町に所在する 西片町遺 5 遺物の実測は高谷 ・ 木下春千代 ・ 戸田紀美子が

跡の調査報告書で あ る 。 行 っ た。

2 調査は新八代総合庁舎の建設事業に 伴う建設予 6 遺構遺物の製図 は木下 ・ 戸 田 ・ 日 置正香 ・ 赤坂

定地内 の 事前調査 と し て 、 熊本県総務部地方課の 希が行っ た。

依頼に よ り 、 熊本県教育庁文化課が平成 6 年 6 月

か ら 9 月 ま で実施 した。 7 遺物の写真撮影は徳永琢磨が行っ た。

3 出 土遺物に つ い て は次の専門調査員の 諸先生に 8 本書の執筆者は本文 目 次の 各項 目 ご と に執筆者

依頼 し玉稿を頂いた。 記 し て感謝の意を表 したい。 氏名 を記 した。 編集は熊本県教育庁文化課で行い

西片町遺跡出土木製品の 同定 高谷和生が担 当 した。

熊本大学教育学部教授 大迫 靖雄

西片町遺跡出土種子の 同定 9 表紙題字は米村保齢氏の 揮事で あ る 。

大阪市立大学名誉教授 粉川 昭平

4 遺構、 遺物の 実測な ら びに現地の写真撮影は山

回大輔 ・ 高谷和生が行 っ た。

凡 例
1 現地での 実測作業で は、 遺構配置図 を調査区毎 ま た一部2 色刷 り と し た も の で は、 土器 ・ 木器を

に50分の 1 で設定 し、 本書への 掲載は各区 ご と に 青 色で表現 した。

縮尺 は図頁に示 し た。 ま た A区遺物集中箇所は40

分の 1 、 1 号杭列 は15分の 1 と した。 4 出土遺物は全部通 し番号 と し、 その縮尺で は土

器は 3 分のl、 石器は 4 分の 1 、 木器は 4 分の 1

2 住居跡の複合地点で あ る 土器出土の集中箇所で と した。

は炭化物の集 中箇所を網 目 で表現 した。

5 出土遺物の解説は本文中 に記 したが、 法量及び

3 調査区内 の 遺物の 出 土状況で は、 平面図 中 に実 出土層 位等に つ い て は 、 土器 ・ 木製品観察表 中 に

測略図及び遺物実測番号 を記 し、 実線で示 した。 一括 して掲載 した。
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第1節 位置と環境

第1章 調査の概要

第1節 位置と環境
遺跡の位置

西片町遺跡は熊本県八代市西片町大字小路口及び

餅団地内に位置す る 。 八代平野の南部、 球磨川下流

域の右岸 ( 北側 ) にあり、 国土地理院発行の5万分

の l の地図 「八代Jに位置 を求めれば、 図幅南か ら

1.9cm、 東か ら 21 . 1cmの所にあたり、 球磨JIIか らは

北側に1 ， 600mほ どの距離に位置 し て い る 。

八代平野は、 熊本県の南部、 八代海の東岸に形成

さ れた南北25kmに わ た る 沖積平野で、 平野西側の大

半は近世以降に築かれた干拓に よ っ て形成 さ れてい

る 。

平野東部は九州山地 ( 球磨山地 ) の西縁部にあた

り、 北北東一南南西 に 日 奈久断層 と 呼ばれる 大断層

崖が走り、 300""500m内外の高 さ か ら 30度ほ どの傾

斜を持 っ て落ちる 顕著な断層崖であ る 。

八代平野にはこれ ら の山聞か ら 大小多くの河川に

よ っ て運び、出 さ れた堆積物 に よ り形成 さ れた扇状地

や、 日 本三急流のひ と つである 球磨川をはじめ、 古

麓川、 日 置川 ( 水無 し}II ) 、 氷川、 砂川などか ら 大

量の土砂を運び出 し自然 に 陸化 した複合三角州に よ

っ て形成さ れた沖積平野である 。

八代海は潮の干満の差が大 き く広大な干潟ができ

る た め、 近世以降は数多くの干拓事業が進め られ、

現在の八代平野が形成 さ れる 。

西片町遺跡の位置は第 l 図 に示 した通りの状況で

ある 。 東側の 日 奈久断崖を構成する山麓か ら約1 ， 500

mの距離の平野中央部に位置 し てい る 。

一方球磨川が下流に 向け、 蛇行 し、 大 き く屈曲す

る 箇所か ら は、 直線距離に して1 ， 200mの距離を保ち、

当時の洪水氾濫域 と し て 、 想定でき る 十分な地点で

もある 。

八代平野では水準的には、 南北に走る 現]R鹿児

島本線の東側までは、 経験的に弥生及び古墳時代期

- 1一

の集落を含む多くの遺跡が残存 し ている と さ れて い

る 。

遺跡の環境
弥生時代では球磨川南岸には環濠を持つ有力な集

落遺跡である 下堀切遺跡が確認 さ れて い る 。 一方球

磨川北岸で本遺跡に近隣す る 弥生時代後期の遺跡 と

しては、 次の 3 遺跡があ げ ら れ、 その概要は次の と

おりである。

西片遺跡 ( 西片町園田 )

須玖式、 野部田式、 須恵器、 土師器、 土錘

沖片遺跡 ( 西片町辻田)

野部田式、 須恵器、 土製紡錘車、 円面硯

長田遺跡 ( 長田町石原 )

黒髪式、 野部回式、 須恵器、 土師器、 軽石製

岩偶

これ らの 遺跡は全て採集資料での遺跡の把握であ

り、 球磨川北岸で発掘調査に よ り遺跡内容が判明す

る 弥生時代後期の調査事例は初めてのこ と と な る 。

古墳時代では本遺跡周辺部に多くの古墳群が形成

さ れる 。

主なもの と し て八代平野の最有力者の墳墓群 と 考

え ら れ、 大型の古墳が多 く 、 し かもすべて前方後円

墳か ら 成る 大塚古墳群は、 長塚古 墳、 八代大塚古墳、

茶臼山古墳、 高取上の山古墳で構成 さ れて い る 。 さ

ら に上片町か ら 東片町に かけては、 上片町塊の岩屋

古墳群、 乙丸古墳群、 東片町古墳群等の一連の古墳

群へ と 続く。

現在までに球磨}11北岸で、 古 墳時代集落の調査事

例はな い。 そのなかで約1 . 5km離れた瓢楼堂 ( ヒョウ

ロ ウ ドウ ) 遺跡では住居跡が確認 さ れ、 八代大塚古

墳付近か ら は甑取手が採集 さ れて い る のみであ る 。
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第 2 図西片町遺跡周辺地形図 に示す よ う に、 遺跡 伝承で は田 に隣接す る 微高地を昭和20年代 ま で は畜

の周辺部 に お い て は 、 現況地形は水準差が20cm前後 カ等で改良 し、 水準化 し て いた と 聞 き 取 り を 行 っ た。

と殆ど 平坦で あ り 、 多 く の!日起伏は隠 さ れて い る 。 11:1地形の残存は近年 ま で は、 思 っ た よ り 良好で あ

水田面に は近年の重機に よ る 開田は見 ら れないが、 っ た よ う だ。
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調査の概要第1章

げ復原 し た もので あ る 。 本格的な現地での復原作業詳細な旧地形の復原 を 行 う に は 、 今回は調査範囲

は実施できなか っ た。が狭 く 、 試掘調査時のデータ を合 め て検討 しで も 、

旧地形の基本動向 と し て は 、 南か ら 北方 向 に傾斜微高地の状況が判明 しな い。

し、 調査区中央部で顕著な落ち を 有 し て い る。当 時の旧地形は周辺部の大小の微高地に左右 さ れ、

ABCの各調査区 は 、 箇所に よ っ て は最大 で60mかな り 複雑で あ っ た こ と が想定 さ れる。

程度離れて い る た め 、 調査 区の相互の位置関係 を示調査区第 3 図の調査 区配置図 に一部示す よ う に、

す た め 、 基本 と な る 10m規格の グ リ ッ ド を調査 区 全等高線 ラ イ ン は調査地区内水準レベル を 、 机上で繋
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第2節 調査の組織

域に設定 した。 設定 し た グ リ ッ ト 長軸 の 振れは、 N- 6 度48分20秒

第2 図 の 本地点座標系に対 し て 、 第 3 図の任意で -sである 。

第2節 調査の組織
平成 6 年度発掘調査お よ び、 平成 7 年度の整理作 平成7年度

業 ・ 報告書作成の組織は下記の と おりである 。 調査責任者 桑山 裕好

( 熊本県教育庁文化課長 )

平成6年度
調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 桑山 裕好

( 熊本県教育庁文化課長 )

丸山 秀人

( 熊本県教育庁文化課長補佐 )

調査総括 松本 健郎

( 熊本県教育庁文化課主幹

文化財調査第二係長 )

調査事務局 白井 哲哉

( 熊本県教育 庁文化課長補佐 )

木下 英治 ( 主幹 ・ 経理係長 )

高演 保子 ( 参事 )

中村 幸弘 (参事 )

高宮 優美 ( 主任主事 )

調査担 当者 高谷 和生 ( 文化財保護主事 )

山田 大輔 ( 嘱託 )

発掘作業員

稲葉こずえ

梅田美春

白木昌代

浜田 忠

前田久子

宮崎りえ

持田正利

山本優香里

丸山 秀人

( 熊本県教育 庁文化課長補佐 )

調査総括 松本 健郎

( 熊本県教育庁文化課主幹

文化財調査第二係長 )

調査事務局 白井 哲哉

( 教育審議員 )

藤本 和夫

( 主幹 ・ 総務係長 )

高漬 保子 ( 参事 )

高官 優美 ( 主任主事 )

整理担 当者 高谷 和生 ( 文化財保護主事 )

木下春千代 ( 嘱託 )

整理作業員

塩田喜美子 大塚磯子

益田久子 境美恵子

報告書作成員

戸田紀美子 児玉品子

宇野玲子

稲葉貴子 上野アヤ子

坂井あけみ 専門調査員

熊本大学教育学部教授 大迫 靖雄

沖田ハル

田中ミツエ 谷川 徳丸

浜田富子 引地ミツル 大 阪市立大学名誉教授 粉川 昭平

前田ヤスエ 松田 正

宮本真里代 宮村正行 調査協力者

山本き み よ 山本博隆 三島 格 ( 肥後考古学会長 )

( 5 0音順 ) 吉永 明 ( 八代市教育委員会文化課)

津田宗順 ( 八代市教育委員会文化課 )

RU

 



第1章 調査の概要

第3節 調査経過

調査に至る経過
熊本県総務部地方課では、 戦前に建築 さ れた旧制

八代中学校の校舎 を 昭和45年に改築 し、 26年間にわ

た り 、 利 用 し て い た熊本県八代総合庁舎の老朽化が

著 し く 、 庁舎機能の充実がこれ以上は計れないため、

新庁舎の建設 に 向 け て計画を策定 した。

新庁舎は現在の庁舎機能 を更に充実 さ せ、 県八代

保健所等の施設を併用 し た 多機能施設 と し、 さ ら に

は県民及び利 用者の利便を 図 る た め、 市北部に位置

す る 臨港線沿いの本箇所を平成 3 年 6 月 に選地 した。

その後地方課の依頼を受け、 本課では当該地区に

埋蔵文化財の包蔵が見 ら れ な いか ど う かの試掘調査

を 、 平成 5 年 7 月 2 6 日 '"'-' 2 7 日 まで実施 した。

その結果、 当該地区 に は弥生時代終末期か ら 古 墳

時代前期 に か けての遺物が採取 さ れた。 特に遺跡の

広が り は敷地内の東南側 と 北西側に大き く 分かれる

こ と が判明 した。

た だ し試掘調査が、 豪雨後の調査区全域が水没 し、

冠水す る と い う 悪 条件の中での調査であっ たため、

遺物 を合む文化層の状況等 に つ いては、 不十分な把

握のままでの調査着手 と な っ た。

調査地区の設定では、 遺跡の範囲内にでき る だけ

構築物 を設け な い よ う 数度にわた り 、 地方課 と 協議

を 重ね、 可能な範囲内で設計変更を依頼 し 、 文化財

保護の立場か ら 遺跡の保存に努めた。

そこで最終 的 に 東側の水路掘削部分150rrl、 北側

と 一部西側の水路及び浄化槽設置箇所の掘削部分

250rrl 、 調査区中央部の庁舎建物本体及び基礎部分

の掘削範囲600rrlがその調査の対象範 囲 と な っ た。

調査の総対象面積は1， ooorrl、 調査期間は当初予

定で 3 ヶ 月 間であ る 。

調査の経過
西片町遺跡での調査区配置では、 調査を実施する

地区 ご と に北か ら A区、 B区、 C区 と 仮称 した。

即ち東側の水路掘削部分の150rrl を A区、 調査区

中央部の庁舎建物本体及び基礎部分の掘削範囲600

rrl を B区、 北側 と 一部西側の水路及び、浄化槽設置箇

所の掘削部分250rrl を C区 と した。

各調査区間は最大で60m程度離れて い る た め 、 調

査区の相互の位置関係を示すため、 大 グ リ ッ ド を設

定 した。 詳細は第2 ・ 3 図 に示 し詳述 した。

当初A区か ら 調査に着手 し た。 A区は市道に隣接

して い る た め、 す ぐ横を常時通行す る 車両に安全面

での配慮を行い なが ら の調査 と な っ た。 特に車両の

徐行がな さ れな か っ た り 、 調査最終場面では、 数度

の水没に よ り 調査区の壁面が崩れ落ちるこ と が度々

起き 、 調査に 関わ る 安全面での課題を提示 した。

また通行車両については、 毎 日 多 く の車両が通行

する た め 、 県八代事務所か ら 調査最終段階で警告看

板の掲示を頂い たが、 調査 当初か らの設置が望ま し

か っ た。 今後同様の場面 に お いては、 抜本的に通行

規制等措置の事前協議が必要であろ う 。

B地区では、 水中ポンプで排水する 側溝が隣接 し

て設置 さ れて い な か っ たた め、 排水に 困難を き た し

た。 またポンプが最下層の砂を吸い込み、 停止 し 、

排水が困難に な る こ と も多 か っ たため、 臨時に ド ラ

ム缶に網を溶接 しての釜場の作成設置を行っ た。

C地区では特に西側に隣接 し、 現在も利用 さ れて

い る 生活用水か ら 降雨時には水が流れだ し、 調査区

が全て冠水す る こ と が度重な っ た。 今後は調査着手

前に事業者側に依頼 し、 止水の土盛 り を設け る な ど

し て、 事前準備に関わ る 工事の必要性を痛感 した。

また調査を通 して降雨後の排土移動は困難を極め、

そこでの一輪車での排土は不可能であ っ た。 土砂は

水気を含み重量があ り 、 通常の運搬では困難な 作業

内容であっ た。 利用 し た小型のベル ト コ ンベヤーで

は土砂の重量か ら 作動停止を繰 り 返 した。

調査区の土の特性 と し て乾燥時の調査では、 粘質

土が乾燥す る と 、 移植ゴテでは歯が立たぬ程の強度

を持ち調査用具の破損も著 しか っ た。

僅か 3 ヶ 月 の調査であ っ たが、 低湿地に位置する

遺跡の調査の手だて、 方法や利用する 器材の選択等

多 く の課題を示す調査 と な っ た。
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以下調査 日 誌か ら調査の流れを追 っ て いく。

4月28日

県八代事務所総務振興課に て 、 県事務所側は総務

課長、 成宮守参事、 西山喜博主任主事が、 県文化課

側は丸山秀人課長補佐、 松本健郎主幹、 高谷和生の

3 名で調査計画についての打ち合わせを行 う 。

この席上で調査期間 と 全体の計画について合意を

得 る 。

6月6日

旧地権者 と 現場事務所等の設置場所について検討

を行い、 総務振興課の了解 を得 る 。 な お県八代事務

所成富参事 と 現地で縄張りを行い、 調査区の最終確

認を行 う 。

6月7日""1 0日

調査区内の 3 箇所の表土剥ぎを行 う 。 併せて現場

事務所等の設置 を行 う と と も に 、 水中ポンプ、 ベル

ト コ ンベヤ一等の リ ース機械、 調査器材の搬入設置

を行 う 。

金調査区に立ち入り規制の看板や ロ ープ等を設置

し、 安全確保 と 事故防止に努め る 。

6月15日""30日

A区の調査を先行して実施す る 。 排水用 に探掘り

した箇所か ら カ ーボン層が確認 さ れる 。 周辺の状況

か らこの地区に住居跡の重複が見 ら れ る 。 また小鍛

冶に用いた高杯転用のふい ご羽 口 やスラ ッ グが出土

す る 。

6月27日""7月12日

B区の調査を A区 と 併行して行 う 。 洪水後の砂混

じりの堆積土が見 ら れ、 旧地形の追い込みゃ落差が

顕著である のが確認 さ れた。 。

ここでは出土遺物が旧傾斜 ラ イ ンに添っ て小量散

布する のみである た め 、 平板に出土箇所を記載して

の取り上げ後は、 一端この地区の作業を止め、 他区

の調査を優先 さ せ る 。

7月1日""22日

A区では中層か ら 木片の出土が相次 ぐ。 多くは木

器作成時の加工片 ( チ ッ プ ) と 考 え られ、 破砕面は

鋭く、 規格 も 小 さ い。 この箇所での製作工房跡 と も

考 え ら れ る 。
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7月13日""8月5日

C区で も 小量の遺物が出土す る が、 A区 と の層序

が異なり、 サプ ト レンチを入れて、 下層の状況の把

握に努め る 。

当初遺構面 と 考 え て いた面には遺物の散布が僅少

である た め 、 人力に よ り間 層 をはぎ取り、 一気に最

下層で遺構の検出に努め る 事 と した。 酷暑の時期で

あるが、 スコ ッ プを用 い掘り下げ作業を行 う 。

7月26日""8月8日

A区ではい よ い よ 最下 層の調査 と な る 。 泥炭層か

らは古 墳時代に堆積した葉が重なり出土す る 。 その

色は鮮明で落葉樹の葉が多く、 色彩 も 艶やかであ る 。

しかし空気に触れる と 、 瞬く聞に色を失い黒色がか

り、 朽ち果て る 。

さ ら に洪水で流 さ れた と 思われる 流木が多数重な

りあい、 その中か ら 木製品や土師器が出土する 。

8月8日""8月1 9日

C区での土量が多く調査区全域の掘り下げが困難

である た め、 西側に 的 を絞っ て調査を進 め る 。

1 2 日 には木製斧の柄部未製品や柄握り部があい

ついて出土し、 古 墳時代の集落の外縁にあた る と 思

われる 杭列が2 列確認 さ れる 。

8月22日""27日

A区の調査では純粋砂層までい き っ き 、 下か らの

湧水でこれ以上の下層への調査はでき な い。 A区調

査完了。

8月22日""31日

C区では度重な る 周 囲か ら の水の涜入で、 排水が

間 に合わず、 1 日 をか け水中ポンプ数台を用 いての

排水作業を行 う こ と が度重な る 。 最下層 には河床礁

が広がり、 その実測に 手間取る 。 一部写真 を 用 い て

の復原作業を行 う な どして、 最後は 1号杭列の杭の

取り上げを完了する 。

9月1日

本遺跡の調査が完了す る 。 リ ース物件の返却並び

に調査資材の玉名バイ パス柳町遺跡への転送を行 う 。

高谷は引 き 続き 低湿地に位置す る 柳町遺跡の調査に

合流し、 山田は一部整理作業後に西廻り自動車道の

調査へ と 転戦す る 。



第2章 調査結果

第2章 調査結果

第1節 遺構

1 層序
調査箇所の平均 した水準 レ ベルは、 旧地 目 が水田

である こ と か ら 、 東側筒所が一部分は高いものの、

一筆毎に平準化 さ れ、 3.61"'3. 88m と 殆 ど平坦であ

る 。

地元か ら の聞き 込み等では、 小微高地を個人で開

墾 し、 現水準近くまでに落 と し込む作業を、 昭和20

年代に実施 し た と 聞き と っ た。 旧地表の形状が、 か

なり近年まで現存 し て い たこ と が理解でき るが、 そ

の後の削平も著 しい。

木製品 を 合む層で薄い。 四層 と 混じり込む事が

多い。

第医層 砂層及び砂利醸層。

この遺跡でのいわゆる 「地山」 であり、 場所に

よ りその分布地点が分かれ る 。 砂層では、 純粋

層で微細粒子の堆積が見 られる 。

A区では海抜 1 m程度まで掘り下げた た め 、 砂

層 を通 して清水が湧き出る 。

C区の砂利礁層では、 径15"'30cm程度の河原石

状の礁が全面に見 ら れ る 。

なお、 各調査区断面図 には、 この土層概念図の層

第 4 図の西片町遺跡土層概念図 を基に基本層序を 序を基に し、 さ ら に枝番号を付 し て 関連する 土層の

説明す る 。 説明を行 う 。

第 I 層 表土 ( 水田耕作土 )

現況での水田耕作土 と 休耕田土。

第 E層 糧褐色土層 ( 水田床土 )

水田の鉄分が集積 し た床土。

第E層 黄褐色粘質土層。

弱い粘性 を 有 し 、 径5mm前後の小粒石 を含む箇

所も見 られる 。

第N層 黄褐色粘質土+茶色微粒混入土層。

強い粘性で、 固く締ま っ て い る 。 胎土中に茶色

の鉄分を集積 し た微粒が混入 し て い る 。

古 墳時代前期の遺物 を多く含む文化層である。

第 V 層 黄灰色砂質土層。

粘性が非常に強く、 砂質 を合む層。

弥生時代後期の遺物 を多く合む文化層。

第VI層 黄色砂質土層。

ざ ら ざ らで締まりがなく、 粒子があ ら い。

第四層 茶褐色泥炭層。

泥炭 と 互層状態で第 咽層の砂層が入り込むこ と

が多 い。 流木や枝葉等の堆積が多量に見 られ、

この層では特に腐食せず残りが良好である 。

第VJ[層 黒灰色砂層。
第4 図 西片町遺跡土層概念図
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2 A区の概要
A区概観

A区は調査区の東側に位置 し、 4mの調査区幅で南

北に細長く、 調査面積は約150nfである 。

スク リ ン ト ーン張り部は、 湧水汲み上げの為の釜

場であり、 撹乱地点である 。 この撹乱地点では砂醸

層が掘り下げ後、 2.1m下で確認 さ れ急激な地形の上

りで、 流木類は存在 して い な い。

市道の隣接箇所である ので、 土砂の崩落を防ぎ安

全面を配慮 し、 当初長軸側は安定勾配を設け、 斜め

に切り落 と して調査を進め る 。

第E層まで機械で表土剥ぎ後 に、 順次遺構の確認

を行 う 。 最終 レ ベルでは、 最下層の黒灰色砂層まで

と し たが、 自然湧水のた め遺物は所在す る ものの、

さ ら に下層までの掘 り 下げは中断す る 。

上層か ら の出土遺物は小片のみであり、 図化は行

っ て い な い。

なお同区南側上層のカ ーボン集積及び遺物集中箇

所については、 この図中か ら 除 き 、 後述す る 。

カーボン集積及び遺物集中箇所

第 6 図 に示 し た よ う に 、 調査区南側には顕著に遺

物が集中す る 箇所が見 ら れた。

このカ ーボン層の集積が広範囲にわたり、 ほぼ同

一 レ ベルか ら 、 2 ヶ 所見 ら れたこ と か ら 、 切り合い

の竪穴式住居跡が2軒分存在す る こ と が想定 さ れる 。

炉は検出 さ れな か っ た。

出土遺物か ら いずれも古墳時代中期前半時期の遺

構 と 考 え る 。

しか しここでも調査範囲が狭く、 全面に広げるこ

第1節 遺構

る 。 また周囲の同一 レ ベルか ら は完形の土師器壷9、

叩き 石60、 高杯脚部14 ・ 17が出土す る 。 ここか ら の

木製品の出土は見 られない。

この 1 号集積箇所は2号集積箇所 よ り、 水準 と し

ては、 わずか上位に位置 し て い る が、 遺構 ど う しの

新旧関係は判明 し な い。

第2号カーボン集積箇所

2号カ ーボン集積箇所は長軸が320cm、 短軸はさ

ら に調査区外に延び る が120cm、 最大厚はやや厚く

30cm と な る 。 炉は確認 さ れな か っ た。

1 号集積箇所 と ほぼ同様の機種内容の遺物類が出

土す る 。 土師器高杯16もふい ご羽口 に転用 し た資料

である 。 周辺か ら はやや大型の聾8、 椀20、 叩き 石

56が出土する 。 木製品の出土は見 られな い。

A区下層

第 5 図 に示す と おり2 箇所のカ ーボン集積箇所か

ら 北東側へは、 複雑な 落ちを有 し なが ら 、 緩やかな

傾斜で下が っ て いく。 最下層の流木等の堆積層へ と 、

部分的に継続する 。

下層か ら は図化で き る 資料 と し て 土師器の費7、

長顕壷10が土器 と し て出土す る 。 また弥生土器の小

片も出土す る 。

第 5 図の調査A区遺物出土状況図 に示 し た よ う に、

出土 し た木製品等遺物の多くは、 第四~区層 か らの

ま と ま っ た出土である 。 但 し調査面積が狭小であり、

確認作業を進め たが、 ま と ま っ た遺構 と し て 同定 し

う る 要件を満た し て い な い。

出土 し た木製品の多くは、 図化で示 し た よ う に両

端が加工 さ れ、 し かもやや偏平で、 あたかも製品製

と が工法上不可能で遺構の切り合い重複状況は不明。 作中に派生 し た木片も しくはチ ッ プ と も判断 さ れる 。

柱穴に つ い て も 湧水等のた め確認ができ な か っ た。

第1号カーボン集積箇所

1 号カ ーボン集積箇所は長軸180cm X 短軸90cmで

厚は薄く10cmを測る。 炉は確認 さ れな か っ た。

土師器高部17はふい ご羽 口 に転用 し外面に不純物

が多く付着 したもので、 その使用の際の屑である 径

10皿ス ラ ッ グ 5 点が カ ーボン層内か ら確認 さ れてい

( 資料番号71 ・ 72 ・ 73 ・ 76 ・ 77 ・ 78 ・ 80 ・ 81 ・ 82 ・ 83 ・ 84 ) そ

の他のも、 さ ら に小片で図化でき な い木片が数多く

出土する 。

但 し組合式鋤先61 に つ い ては、 破損の状況か ら 使

用 さ れた後に、 欠損 し廃棄 さ れた資料 と 考 え ら れ る 。

また 大型杭69、 両端の加工 を 有す る 杭64 ・ 68、 全

長が28.5cm と 長杭65 を合めて全ての杭は、 垂直に打

ち込ん だものではなく、 ほ ぼ水平方向での検出であ

-9一



第2章 調査結果

り 、 遺構に伴 う 現位置での出土 で はない。

さ ら に最下層 に は 、 径40cm を越す大型木材が調査

区の長軸 方 向 に直 行 し 東西を主羽11方 向 と し て 2 本出

土 し 、 その周 辺 に は積み重な る よ う に大小の木材が

確 認 さ れ た。 ( 土 層 断 面 中 の 第四層 内 の 大 型 木 材

等 ) ま た小破片の弥生土器 も その 中 か ら 出 土す る。

この状態か ら し て南か ら 北方 向 に か け ての、 洪水

等の大規模な流れ込み と も推測 さ れ る。 その時期は

古墳時代前期前半 と 考 え ら れる。

3 B区の概要

B区概観
調査区B区の調査面積は600nfで あ る。 建物本体

及び基礎部分東側が遺跡範囲 に か か っ たため、 この

部分の調査 を実施 し た。

調査区南側 に は表土剥ぎ 後 に 、 直に砂1深層が現れ、

旧地形の上層への強い 削 平 が伺 え た。 ま た最北部の

釜場に は 、 継続 し た 同様の砂牒が見 られ、 北側 に 向

かつ て緩やかな傾斜 を保 っ て い た こ と が伺 え る。

なお遺物の出土状況が希薄で あ る こ と 及び調査期

間の関係で 、 調査区 中 央部か ら 北側にか け て は全面

での掘 り 下げは行わず、 サブ ト レンチでの確認 に と

ど め た。

南側部の全域掘 り 下げか ら は、 第 7 図調査B区遺

物出土状況に示す と お り 、 一 部 ま と ま っ て土 師器聾

21・22や高郎25 、 砥石59、 叩 き 石58が出土する。 出

土状況で は遺物は散布 し て お り 、 周 囲 に は焦土、 炉、

硬化面、 ピ ッ ト等が 見 ら れな い こ と か ら 、 こ れ ら は

流れ込みの層造物 と も 判断 し た。

東側の深掘 り サブ ト レンチ内の緩傾斜地点か ら は、

木片86が単独で 1 点 出 土 す る。 この地点で も 周 辺の

旧地形は急激な傾斜を持 っ て お り 、 微妙で複雑な地

形の様相が想定 さ れる。

-10-
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4 C区の概要
C区概観

調査区C区の調査面積は250nfである 。

建物周 囲 の 用 水路掘削部分及び浄化槽埋設部の調

査であ る 。 スク リ ン ト ーン張り部は、 隣接家屋の建

築資材の投棄の た めの 掘削地点で撹乱である 。 最下

層 には砂醸層が確認 さ れた。

調査区をL型 に 配置 し た 箇所では、 遺物の出土状

況等か ら 全域の調査は行わず、 サプ ト レンチで層の

確認を行い、 調査の精査箇所を さ ら に絞り込んだ。

C区上層

第8 図の調査C区遺物出土状況に上 ・ 中層での状

況を示 した。 西側部の中層か ら はかなりま と ま っ て

遺物が出土す る 。 大型の土師器二重 口 縁壷35の一部、

口 縁内部に独特の 屈曲部を有する童話、 大型費24で

第1節 遺構

あ る 。 54は須恵器杯身片であ る 。 全て古墳時代中期

のま と ま っ た資料 と 考 え る 。

出土遺物は大形で残りも良好ではある が、 ト レン

チ内上層の調査範囲内では、 遺構は確認でき なか っ

た。

C区下層

調査C区の下層での遺物出土の状況は第 9 図 に示

す通りである 。

最下層一面に散布す る 河原石大の礁層に混じり込

む よ う に し て、 多くの木製品及び土師器、 弥生土器

が出土す る 。

主な遺物 と し て 土器では、 高杯45 ・ 47 ・ 51、 鉢25、

弥生土器の脚付鉢26、 壷脚台部29が同一 レ ベルか ら

出土 し、 上位に位置す る 集落か ら の 流れ込みが時期

差を有す る 資料 を一気に動か し再堆積 さ せたこ と が

推察 さ せ る 。
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第2章 調査結果

また55のよ う に全面 を利 用 した大型の砥石 も 見 ら

れる 。 ここでは擦 っ た面が上面に位置 し出土す る 。

木製品 と し ては斧柄未製品87、 木製柄握部88、 大

型杭89 ・ 91、 板材90 ・ 92があげ ら れ、 これ らは他の多

数の木片、 流木か と 思われる 材木 と と も に出土 して

い る 。

大型杭は2点 と も に 、 打ち込みの状態ではなく水

平位置での流れで、 原位置を保 っ て い な い。

南北方向の土層断面図 に も 示す と おり、 層的な流

れ込みは力強く、 顕著であり、 短時聞に行われたこ

と が理解でき る 。 遺跡の基本層序 に枝番号を付けた

層が前後 し て複雑に入り込む。

また上層で確認 さ れた大型の二重 口縁査35はこの

レ ベル地点での資料 と 接合す る こ と か ら 、 ほぼ時期

を逸に し ての大がかりな流れ込みであ るこ と が、 遺

物の上か ら も 判断 さ れる 。

調査区東側端 にはサ ブ ト レンチを設定 し、 そこか

ら は地表下 2mで、 径50cmの大型木材が土師器の小

片 と と も に確認 さ れた。 大型木材の長軸方向は南北

である 。

この状況は西側の最下層の様子 と 近似 して い る 。

第 2 節 遺物

1 土器
調査区内 よ り出土 した土器は、 パンコンテナで総

第1号杭列

第10図 に示す と おり、 調査区の東側端部に位置す

る 。 調査区内に残存 した杭列は、 杭列の突端部及び

終縁部であり、 杭列の幅は20cm内外を基準 と し て い

るが、 希には40cmÄ"" ン も 見 られる 。

杭聞の水路部分の堆積状況は、 最下 1 層が黒色粘

質土層、 2 層が砂層混入黒色粘質土であ る 。 多量に

水が流路 と し て 流れた様子は、 現況では見 ら れな い。

終縁部には20cm大の河原石を据え、 杭列 4 本を廻

し、 その留 め と す る 人工の施設が確認 さ れた。 ただ

し杭聞には畦板や しが ら み等の用材は、 腐敗の為か

確認でき なか っ た。

利用 した杭は第22 ・ 23図の実測番号93"-'107までに

示す よ う に、 残存長は13"-'36cmまで と 比較的に小型

の規格の も のである 。 確認 レ ベルでは砂磯層へはい

ずれ も10cm程度 と 浅く打ち込んである 。

この杭列はここか ら 出土 し た弥生土器費31の出土

状況や杭聞の縦断面での堆積土の状態等か ら 、 地形

的にみて も 、 集落の縁辺部に位置す る 1 条の水路遺

構 と 考 え ら れ る 。 但 しその時代は、 弥生時代後期前

半の時期 と 判断 さ れる 。

量40箱 と な る 。 その中で実測紹介資料は54点である 。

ここでは各 ト レンチ毎に土器を解説す る 。

ャ -Lー�
、 ‘ ‘

5 

O 10cm 5 

第 1 1 図 試掘トレンチ内出土土器
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第2章 調査結果

詳細は38頁"'40頁までの第 1 表西片町遺跡出土土

器観察表に記述 したので、 参照さ れた い。

鼠掘トレンチ肉出土土器(第11園)

試掘調査時18本の ト レンチ内 よ りの資料である 。

1 は 土師器の小型丸底壷であり、 住居跡 と 思われ

る 遺構内 よ りの出土であ る 。 口 縁部 は外傾 し3.5cm

立ち上がり、 途 中 に綾を持つ特徴を有 し、 ラ ッ パ状

に広が る 。 外面は指圧が一部残存する がナデ調整、

内面はハ ケ 目 調整で、 頭部内側に は指圧が明瞭に残

る 。

2は高台付須恵器杯で上層 よ りの出土。 高台は外

側縁辺側に張り付き 、 径が10cm と やや大型で、 外面

は 回転水び き 調整。 こ の資料は本遺跡では最 も新 し

い資料で、 平安時代初頭の資料 と 考 え る 。

3 ・ 4は須恵器聾片。 双方 と も に外面格子 目 文、 内

面車輪文のあて具痕跡を 有す る 。 5 は土師器の器台

片、 6は聾胴部片であり、 径の復原はでき な い。

いずれ も 一括で出土 レ ベルは不明。

A区内出土土器(第12図)

A区出土遺物の内、 13点を紹介す る 。

7 ・ 10 を 除 き ほ と ん ど は 2 箇所のカ ーボン集積箇所

及び遺物集中箇所か ら の出土である 。

7 ・ 8 ・ 12は輩、 9 ・ 10 ・ 11 ・ 13は査、 14"'19は高杯、 20

は碗である 。

7は 口 径18.8cmの曹である 。 口 縁の屈 曲 は強いが、

体部の膨 ら みは弱い。 内外面 と も に刷毛 目 調整を施

す。

8 は 体部倒卵形の完 形の土師器室で あ る 。 口 径

17.5cm、 器高27.5cm、 胸部最大径23.8cmで、 口 頭部

が 「 く 」 の字状に大 き く 外反す る 。 底部は丸底であ

る 。 器面が粗 く 、 調整の残りは良 く な いが、 内外面

と も に刷毛 目 調整を施す、 一部指圧痕跡が残 る 。

9は完形の土師器短頭壷である 。 口 径14.6cm、 器

高19.2cm、 最大胴部径17.8cmを測りそれはほぼ中位

に位置す る 。 体部の肩の張りが強 く 、 底部は厚 く 13

皿を保ち、 丸底である 。 内外面 と も に刷毛 目 調整を

基本 と し、 指頭圧痕、 指ナデで調整 を行 う 。

10は長頚壷の頭部である 。 内外面 と も に刷毛 目 調

整を施す。

13は頚部か ら肩部 に か け ての弥生の免田式土器片

であり、 査 と 思われる 。 10条の沈線を 1 本づっ横方

位に引 き 、 その内 2 箇所には縦方位で短い沈線を刻

み こ む。

14 ・ 15 は高杯脚部である 。 と も に内面は刷毛 目 、

外面は指ナデに よ る 丁寧 な調整を施す。 14は脚部上

端に穿孔 し、 転用 し た 高杯である 。 15は頭部の締ま

りが弱 く 、 緩やかな膨 ら みを有す る 。
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16はふい ごの羽 口 に転用 した高杯である 。 外側に

は二次焼成によ る 赤変 した部位が明瞭に残る。

17もふい ごの羽 口 に転用の高杯である 。 断面脚部

か ら 裾部に かけては、 二段に聞く。 16よりも形式か

らは古い様相を持つ。 外側が赤変 し、 そこには小スラ

リ・片が多数付着 し て い る 。 また内面 には さ ら に 円

筒状のものを 、 挿入 し た痕跡が残 る 。 18・ 19は高杯

脚部小片であ る 。

20は椀である 。 口 径14 . 5cm、 器高5 . 1cmを測り、

体部か ら 口 縁部 に かけて内反 し 、 口縁が大きく広が

る 。 外面では中位は横方 向 に、 低部位は全方向への

へラ削りを施す。

B区内出土土器(第13図)

B区か らは土師器 3 点のみの出土である 。

21は壷である 。 頭部の屈 曲が弱く、 口縁部が直に

立ち上がる 。 器壁の荒れのた め調整は分かりにくく、

内面には指圧による ナデ調整が施 さ れる 。

22は費である 。 外面は刷毛 目 を内面は刷毛 目 後の

ナデ調整を行 う 。

23は残器高8 . 6cmを 測 る 高杯である 。 裾部に径9mm

の穿孔が 3 箇所見 ら れ、 外面には指圧による ナデ調

整後に刷毛自で仕上げる 。

C区内出土土器(第14・15図)

C区内出土土器の内、 30点を紹介す る 。

出土 した26・ 29・ 30・ 31・ 32・ 33は費、 24・ 35・ 36・ 37は

査、 25・ 34・ 40・ 41は鉢、 38・ 39小型丸底壷、 47・ 48・ 49

. 50・ 51・ 52・ 53は高杯であ る 。

24は完形の土師器の壷で上層よりの出土である 。

口 径17 . 2cm、 器高22 . 4cmを測り、 内外面 と もに刷毛

目 調整を基本 と してのナデ仕上げであ る 。

26は弥生土器の脚台付費であ る 。 径15 . 8cm、 残存

高20 . 3cm と 器高は低く、 口 縁内面に弱い沈線を有す

る 特徴があ る 。 最大胴部径が体部中位で、 胴部の膨

ら みが弱いあり、 胴の内外面 と もにへラでのナデ調

整、 そ して横ナデ調整を施す。

29・ 30か ら 33までは聾脚部の弥生土器である 。

29は脚台高はやや高く3 . 8cmを測り、 内外面 と も

に刷毛 目 調整 を施す。 30の径は7 . 3cmで脚台高も低

第2節 遺物

く2 . 5mmである 。 くびれ部の締まりが弱く、 5 . 8cmを

測る 。

31は第 1 号杭列から出土 した資料である 。 器壁が

全体に厚く、 内外面 と もに刷毛 目 調整を、 特に指圧

で中央内面 をま と め る 。 32・ 33は小片で脚部の径は

判明 し な い。

34は土師器の高杯片で、 外面の刷毛 目 調整が非常

に 丁寧である 。

25は鉢である 。 径は22 . 5cm と 大型で、 頭部のくび

れは顕著で、 内外面 と もに刷毛 目 調整を施す。 27は

口縁部片で内面 に強いくぼみを 有す る 鉢 と 思われる 。

34は脚附き 鉢のくびれ部であ る 。 外面は特に丁寧に

刷毛 目 を中央部側に重ねる 。 40は小型鉢の口縁部で

ある 。 器壁が荒れて調整は判明 し な い。

35は二重 口 縁の土師器大型壷で、 上 ・ 中層 と 下層

か らの出土で両層の接合資料である 。 口 径28 . 8cm、

残存高39 . 5cmを測り、 体部は上位に弱い肩 を有 し、

胴部は樽形に膨 ら む。 頚部より屈曲 し立ち上がり、

反転部で外傾ぎみに直立 し 、 口 縁最端部は さ ら に外

反す る 。 頚部内面下位には明瞭な綾を有 し、 内外面

と もに 丁寧な刷毛 目 調整を基本 と す る 。

36はほぼ完形の土師器二重 口 縁査であり、 上層 よ

りの出土である 。 口 径15 . 2cm、 残存高22 . 2cmを測り、

体部は球形で最大胴径はほぼ中央部に位置す る 。 頭

部より強く屈 曲 し外傾 し 、 反転部か らは外傾気味に

直立 し、 端部は外反す る 。 反転部内面には深い沈線

を有す る 。 外面は刷毛 目 調整 を 、 内面には斜方向の

へ らけずり調整、 指頭圧痕が見 ら れ る 。

37は弥生土器で大型壷の 口 縁であ る 。 口 径は判明

し な いが口縁端部は1 . 8cm と 厚く、 細い沈線を刻み、

鋸歯状の文様を巡 ら して い る 。

38は完形の小型丸底壷であ る 。 口 径5 . 3cm、 器高

7 . 5cmを測り、 体部は球形で、 口融部の立ち上がり

は0 . 9cm と 短い。 外面は刷毛 目 調整 を 、 内面は指な

でによる 仕上げを行 う 。

39は小型丸底壷の胴部片であ る 。 外面は刷毛白調

整、 内面は指なで調整を施す。

41は平底の壷か鉢の底部である 。

42は下層か ら の一括資料であ る 。 内面にヘラ調整

を有す る 。 43は免田式長頚査胴部片である 。 胴の最

-27-
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も膨 ら ん だ箇所 に 2 条の沈線を巡 ら し 、 大型の同心

円文11条を彫 り 込む。 44は免田式査の上部胴部片で

あ る 。 上 部 に は同心円 文 を 9 条、 横沈線を 5 条彫 り

込む。 45・46 も免田式壷胴部片で あ る 。

47は完形の高杯 で あ る 。 杯部は弱 く 屈曲 し外傾 し 、

脚 は まっすぐ延び屈強 し て 開 く 。 杯部内外面 と も に

刷 毛 目 調整、 )出l部外面 は指圧 でのナデ後 に刷毛回調

整 を施す。

49は高杯の杯部で あ る 。 杯部 中位で大き く 外反 し、

2 石器

全区試掘及び各区出土石器
出 土数6点すべて を紹介 す る 。

55はC区下層 よ り 出 土 し た砥石で あ る 。 現位置は

保って いないが、 据 え て利 用 さ れた と 考 え ら れ、 使

用面は と も に 中 央 に 屈 部 を設け、 側面に近い側に擦

った痕や条線の使用痕が観察 さ れ る 。 2 面 と も 利 用

さ れて い る 。

56は A 区 内 カーボン集積層 中 か ら 出土 し た 叩 き 石

で あ る 。 上端 と両側 を掌の握 り 部に合わせて敵打に

よ る加工調整を行 う 。 先端部に は敵打痕が明瞭 に残

る 。

屈 曲 が強 く 明確な綾線を有する 。 内外面 と も に刷毛

回調整で あ る 。

50 は高杯で あ り 、 内面の指頭圧痕が明瞭に残 る 。 51

の高杯 に は 4 箇所の脚部付 け根への穿孔が見 ら れ る 。

54は須恵器杯 身部で あ る 。 立 ち 上 が り が1 . 8cm と

長 く やや 内 傾 し 、 口層部内側に は緩やかな段を有す

る 。 内 外国 と も に 回転機ナデ調整で あ る 。 上層 よ り

の出土で、 本遺跡の下限 を示す資料で あ る 。

57は砥石で あ る 。 こ れ も据置型で あ る が第 6 号試

掘 ト レンチ内 か らの出土で あ る が、 その状況は判明

しない。 中 央部が極端に窪むほど研ぎ出 し て 利用 し

て い る 。 鉄器の刃部等を砥い だ跡の条線が多数残存

す る 。

58はC区下層か ら 出 土 し た踏石で あ る 。 表面 中 央

部はほぼ平坦で磨 きの痕跡が残 る 。

59はB区 内 か ら 出 土 し た 砥石 で あ る 。 中 央か ら 半

分に折れて い る 。 使用面は8面で 中央部が細 く な る

ほど頻繁に利用 さ れて い る 。

60は 叩 き 石で あ る 。 A 区 内 カ ーボン集積 層 中 か ら

出土 し た。 56 に比べ大型で、 上部右側が欠損 し て い

る ものの、 敵打部は明瞭に残 る 。
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第 16 図 全区内 出 土石器
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3 木製品
す る 。

調査区内 よ り出土 し た木製品は、 サンプル資料を 詳細は41頁'"'-'43頁までの第 2 表西片町遺跡出土木

合めて総量200点 と な る 。 サンプルや小木片 を除き 、 製品観察表に記述 し たので参照 さ れた い。 また一部

実測紹介は46資料 に と ど めた。 ここでは各 ト レンチ の木製品 に つ い ての樹種同定の結果については、 45

毎に、 木製品の用途の類似 し た も のをま と めて解説 頁'"'-'51頁までの自然分析結果を併せて参照 さ れたい。

@ 

66 

69 

68 

O 10 20cm 

第 1 8 図 A区内 出土木製品 ( 2 ) 
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71 ￠乏�二 72

� 74 

77 

O 5 10cm 79 
第 1 9 図 A区内 出土木製品 ( 3 ) 

-32 一



A区内出土木製品(第17・18・19・20図)

A区内か らは25点の資料を紹介す る 。

61は組合式鍬片である 。 柄装着部は長楕円形であ

り、 4c皿 と 径はやや狭い。 樹種は判明 し な いが、 硬

質の材である 。

62'"'-'69は先端 を加工 し た杭類である 。

62は小型杭、 63は径4.0cmの丸杭である 。 64は材

を8分の1程度 に分割 した杭である 。 65は全長81.4cm、

径4.1cmの長杭であ る 。

66は全長28.5cm、 径4.3cmの短杭である 。 中位に

は方形の凹み を施すが、 組み合せの状況は判明 しな

し、。

67は主用材か ら 剥離 した材を利用 しての杭である。

第2節 遺物

下側のみの加工である 。

68は「ヤマ モモ」 の杭であ る 。 上下両端 と もの鋭

利 に加工 し て 利 用 し て い る 。 径は7.7cm と 中型であ

る 。

69は径11.4cmの 「ケ ヤ キ」 の大型杭である 。 調査

区外まで本体部分が続い て い た た め 、 調査区内分の

み切断 し持ち帰っ た。 用 材は外皮も剥がずそのまま

で利用 し、 一部には節部も残 る 。 大 き な カ ッ ト を一

方向か ら 数度 に わ たり施 し 、 先端を鋭利 に加工す る 。

70'"'-'75は平坦に加工 し た板材である 。

70は残存長22.9cmの板材片である 。 表面は一部分

腐食 し て平坦面が残 っ て い な い と こ ろがある が、 全

面に焼き いれ炭化 し た痕跡があ る 。 71は材の厚が22

83 

8 1  
82 

O 5 lOcm 

第2 0図 A' B区内 出 土木製品 (86 のみ B区内 )
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88は柄握り部であ る 。 握りは5cm と やや大型で縁
辺部は丁寧 に面取りを施 し て い る 。 柄部の断面形は
楕円で小振りな た め 、 匙等の小型の製品の部材 と 考
え られ る 。

89は径の2 分の 1 に分割 さ れた杭であ る 。 90は分

割後の残材を用いた厚 さ 1 . 9cmの杭。

91は残存長67 . 7cm rヒノキ」 の長杭であり、 径は

4 . 8cm。 先端は一方 向 か ら 7 回 カ ッ ト さ れ丁寧に仕

上げ ら れて い る 。 92は厚が2 . 4cm と 薄手の板材 を利

用 し た杭で、 材の中位には更に加工の痕跡があ る 。

93は径の 6 分の 1 に分割 さ れた杭。 94は 「エゴノ

キ」 の杭で、 径は6 . 5cmであ る 。 95・ 96 と もに小型杭

であり、 96の杭の樹種は 「 ク リ J と 同定 さ れて い る 。

97は 1 号杭列中では最も大型で、 径 6 分の 1 に分

割 さ れた杭であ る 。 上下端の加工が特に丁寧 に な さ

れて い る 。 98・ 99 と もに 小型杭であり、 外皮が一部

残 る 。 100は径6.5cmの杭であり、 先端部の加工は8

回 カ ッ ト 調整を行 う 。 101は径が4 . 3cmの丸材を その

まま利用 した杭であ る 。

102・ 103・ 104は と もに小型の杭で、 丸材 を分割 し て

c区内出土木製品(第21・22・23図) 利用 し て い る 。 105は 5 方 向 か ら 丁寧 に先端 を尖 ら

C区内か ら は21点の木製品 を 紹介す る 。 内訳は斧 せて作成 し た杭。 106・ 107 と も に径の2 分の l に分

柄未製品、 柄握り部が各 1 点で、 他は全て杭類であ 割 さ れた杭である。

阻を保つ用材で、 72は先端加工 した板材である。
73・ 74・ 75は上部端及び、側面を 明瞭に カ ッ ト した板

材片であ る 。 74はその先端 を さ ら に カ ッ ト す る 。 75

の表面には2本の不明瞭ではあ る が条線が残存す る 。
76"'85は用材 を加工 し た後のチ ッ プであ る 。

76は上下両端を加工 し厚は最大で1 . 9cmを測る 。 77

は下側に特に鋭利な加工 を残す。 78は先端部の強い

調整を 2 回行 う 。 79も同様に 3 回 にわた る カ ッ ト を

先端部に行 う 。 80は上下端に加工部が残 さ れる 。 81

は下側のみでな く 側面にも加工調整を残す。 82は先

端に数回の強い カ ッ ト を施すが、 用材の中央部に 4

条の浅い条線を刻みこむ。

83・ 84・ 85は供に 上下端 に カ ッ ト を施 し、 用材の加

工に関わる 廃棄の様子が伺え る 。

B区内出土木製品(第20図)

B区か ら は、 サブ ト レンチ内 よ り86のチ ッ プが 1

点のみ出土 し て い る 。 残存は9 . 7cmの小片で裏面に

は平坦な用材面を残す。

る 。 な お93"'107に つ い て は全 て 1 号杭列 に 伴 う 遺

構資料であ る 。

87は斧柄未製品で樹種は 「カ ヤ」 であ る 。 両端部

及び枝部は切断 し加工 しであ る ものの、 製作途上の

資料である 。 外皮はほぼ全面に残り、 小枝も一部は

残存 してい る 。

第2節 遺物
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第2章 調査結果

第1表 西片町遺跡 出 土土器観察表

出土 法 量(cm)
形態・手法の特徴 備 考

地区 遺物 胎 土 焼成 色調種別 器種番号 口径 器高 胴径 底径
遺構名 (残存高)

褐色 口縁ナデ ロ縁部をのぞく 内面全体に指頭

試掘 小 型 小石を合む砂粒の 中に長 石・ 石 良
(内面胴 痕 と ハ ケ 目

No. 1 土師器 9 . 0  10.0 英 ・角 内 石・雲母 外面 ハケの後を ナデT-18 壷
底部黒)

試掘 No. 2 須恵器
須恵器 椀 ( 1 . 8) 10.1 長 石がみ られる 良好 灰色 ヘラ切 り

T-ll 高台付杯

灰色 内面は 車輪文のタタキ文
試掘 No. 3 須恵器 蜜 (4.5) 白 い 粉を含む きめ細かい 胎土 良好 一部 外面は 格子文のタタキ文T-ll 暗灰色

試掘 No. 4 須恵器 受T-ll 
(9 .0 )  きめ細かい 良好 白褐色 内、 外面にタ タ キ 目

試掘 No. 5 土師器 器台 (8 .4 )  
角 内 石・ 長 石・ 雲母 と 砂粒がみ やや良 褐色 分厚く 、 傾斜がややきつい

T-3 られる

試掘 土師器 褒 (8.9) 砂粒 と 長 石がみ られる 良 褐色
内面 へラ 削 り

No. 6 外面 ハケ 目 は1 . 2cmに10本の細いハケ 目T-18 

A区 No. 7 土師器 蜜 18 . 8  ( 9 . 8) 長石・砂粒を合む 良 灰褐色
下層

内面 ハケによる ナデ、
A区 外 商 ハケ 自の後、 指調整
集中 No. 8 土師器 褒 17.5 27 . 5  23 . 8  長石・ 石英・ 金雲母・砂粒が混入 やや良 褐色 口縁 指 ナデ 内外面に指跡、 特に外面に
筒所 多く見られ内面にはハケ 目 がみられる

A区 内面 ハケ 目の後指ナデ
短 頭 底部 指頭 圧痕集中 No.9 土師器 古宣E 14 . 6  19 . 2  7.8 金雲母・ 長 石・砂粒 子を合む やや良 暗褐色

外 国 ハケ 自の後 ナデ筒所
口縁 指 ナデ

A区 No.10 土師器 長 頚 16.1 ( 5 . 1 )  長 石・砂粒を合む やや良 褐色 内 面 ハケ回調整
下層 壷 外 面 ハケ 目 調整

A区 No.ll 議 ( 3 . 8) 長 石・雲母・砂粒がみ られる やや良 淡褐色
内面 ハケ 目

口縁部 外面 縦荒ハケ目

内面 へラ削 り 調整
A区 No.12 費 (6.7) 長 石・ 砂粒を合む 良 褐色 外面 ハケ 目 1 . 5cmに 8 本の荒いハ ケ 目 外

面に スス

A区 No.13 弥生土器 壷
0.8) 砂粒 と 長 石を合む やや

灰褐色 外 商 10条の横方向の 沈綿、 内 2箇所に 縦
頚部 不良 方向の 短沈綿で刻み

A区 砂粒と 白 い粒(長 石と 石英) を多 指頭 圧痕の後に ナデ

集中 No.14 土師器 高杯 (9.3)  14.0 く含む 良 褐色 表面に指頭 庄痕

筒所 脚部
雲母を少量合む 内面 へラ押の後指 ナデ

下の方は指に よ る ナデ

A区 内面 へラ 抑えの後 ナデ
集中 No.15 土師器 高杯 (8 .0 )  12 . 5  砂粒を多 く 合みその 中に長 石・

良 褐色 外面 ハケ 自の上を指で調整
箇所 脚部 石英がみ られる 底部指に よ る ナデ、 調獲

表面に指 頭圧痕

A区
高杯 長 石・ 角 内 石を合む砂粒がみ ら 淡赤 脚部に く びれ部がみ られる

フイゴ羽口の 転用集中 No.16 土師器 (4 .0) 8.2 やや良 火に あ っ たのか器面に、 ザラ ツキがみ られ
箇所 脚部 れ雲母も 多少 混 入 褐色 る 品

内面
A区

高杯 砂粒 と 長 石を合む 褐色 内 而 へラ に よ る押調整
フイゴ羽口と して集中 No.17 土師器 (6.4 )  12.0 良 外面 表面 ハケ 目 の後指 ナデ

筒所 胸部 2�6 田/皿の小 石もみ られる
灰褐色 外面 指に よ る 調整 転用

~褐色

A区 No.18 土師器 高杯 (4.9)  砂粒 ・ 長 石と雲母少 量がみ られ
良 褐色 黒斑がみ られる脚部 る
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第2節 遺物

出土
法 量(cm)地区 遺物

番号 種別 器 種 胎 土 焼成 色調 形態 ・ 手法の特徴 備 考器 高遺構名 口径 (残存高) 胴径 底径

A区 No.19 土師器 高杯
(6 .2 )  金雲母 ・ 長石 と 小石 {3m/m位)を

良好 一部に黒斑がみ られる
脚部 褐色合む砂粒 外面 荒れている

A区
内面 指調整 、 ヨ コナデ集中 N0.20 土師器 椀 14 . 5  (5 . 1 ) 砂粒を多 く 合む 良 淡褐色 外面 へ ラ 削筒所

一部黒斑有 り

内面 頚部 指頭痕
B区 N0.21 土師器 壷 13 . 5  ( 19 . 7) 長石 と 石英・雲母と砂粒を合む やや良 褐色 胴部 指頭 圧痕

外面 ハケ調整 指に よ る ナデ
口縁 指に よ る ナデ

内面 頚部 ノ、ケ 目
B区 N0.22 土師器 蜜 口縁 (9 .9 )  砂粒 と 長石・石英を合む やや良 褐色 胴部 ナデ指頭痕

15 .6  外面 ノ、ケ 目
口縁 指ナデ

裾部に穿孔が 3 ヶ

高杯 内面 へラ押 し指に よ る調整 所
B区 N0.23 土師器

脚部
(8 .6 )  11 . 2  長石 と砂粒が多 少み られる 良 褐色 外面 指庄に よ る ナデ調整後に ハケ 白調整 裾部に ハケ 目 を指

を施す ナ デ 調 整 して あ
る。

内面 頚部横にナデ 底部から 目岡 部に 指ナ

C区 N0.24 土師器 壷 17 . 2  22 . 4  1 . 0  長石 と 雲母・砂粒を含む 良 褐色 デ 、 内面に 指頭痕。 外面頚部細い ハケ 目 。
胸部 底部荒 目 の ハケ 目 底部に 指頭 圧に
よる調整

C区 N0.25 土師器 鉢 22 . 5  ( 6 . 3 )  長石・砂粒・雲母 混 入 良好 褐色
外面に黒斑がみ られる
ハケ 日が調整 粗細

弥生土器 喪 15 .8  (20 . 3 )  砂粒 に石英 と 雲母が 混 入小石 良 淡褐色
内面 全体に荒 目 のへラナデ 、 底に 指頭痕

C区 N0.26 
脚台部 で 3 �4m/田も含む 外 国 へラ 調整 口縁 ヨコナデ

C区 鉢 やや良 暗褐色 外商 ハケ 目下層 N0.27 土師器 口縁部
(4 . 3) 長石を合む砂粒

括

頚部 長石 ・ 砂粒を合む雲母が多少み やや良 褐色
県斑がみ られる

C区 N0.28 土師器 (11 . 5) られる 器商は 粗
胴部

受 ( 10 . 5) 8 . 8  砂粒 と 石英・長石を合み角 内石 良
淡暗 内面 ハ ケ 目 、 指頭 圧痕

C区 N0.29 弥生土器 褐色 外商 ハ ケ 目脚付 を 少量合む

C区 砂粒を多 く 合み雲母 ら しき 物
杯都内面 ナデ

下層 弥生土器
窪 ( 5 . 5) 7 . 3  良好 淡褐色 郎部外面 ハケ 目N0.30 

脚付 がみ られる 胸部 両面 、 指に よ る調整括
外面脚部は 、 ハケ

窪 砂粒の 中 に 角 内 石 及び雲母が 良 淡褐色
杯部内面 ハ ケ 目 、 中 央 指調整自 の 後 指 調 整

C区 No.31 弥生土器 (6 . 8) 9 . 4  
み られる 脚部両面 指調整 、 ナ デ( 所 に々 ハ ケ 目 痕脚付

がみ られる )

脚の く びれの部分

受 褐色
内面 指頭 圧痕 と 指頭ナデ は ハ ケ 自の上を指

C区 No.32 弥生土器 ( 9 . 2 )  長石・石英・雲母を合む・砂粒 良 外商 ハ ケ 自 でナデた と 思われ
脚付

る

砂粒の 中 に石英・ 長石が多くみ
内面

斐 暗褐色 内面 荒い ハケ 目 、
指頭 圧痕 、

指調整

C区 N0.33 弥生土器 (3 . 9) られる 少量の金雲母ら しき物も 荒い 外面 外商 ハケ目脚付 合まれて b、る 茶褐色

内面
黒 内面 指頭 圧痕 と指調整

C区 No.34 土師器
高杯 (4 . 1 )  金雲母・ 長石を多 く 合む 良 外面 外商 ハケ 目 は 1 cmに 8本脚部 機灰褐

色

長石 ・石 英・ 金 望書母・角 内石を合 良 褐色
内面 スス付着 ・ 頚部 信調整

C区 N0.35 土師器 壷 28 . 8  (39 . 5 ) む砂粒 外面 頚部 ハ ケ 自 の後 ナデ

内面 へラ 削 り
C区 砂粒の 中 に長石・ 石英・ 金雲母・ 良 褐色

所 に々指頭庄痕
上・ 中 N0.36 土師器 壷 15 .2  (22 . 2) 望書母等が合まれている 外商 ハケ目

層 口縁 指ナデ調整
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第2章 調査結果

出土 法 量(cm)
形態 ・ 手法の特徴 備 考地区 遺物 種別 器種 胎 土 焼成 色調

番号 口径 器 高 胴径 底径
遺構名 (残存高)

C 区 壷 ( 1 . 8) 
長石・石英 ・細い砂粒・雲母等が 良 白褐色 口縁の帯部分、 線刻がみ られる

1 号 N0.37 弥生土器 混入
列跡 口縁部

暗茶褐
内面指に よ り 右にナデ上げ

C区 N0.38 土師器 小型壷 5.3  7 . 5  金雲母・石英 ・ 長石・砂粒を合む やや良 色
外面 ハケ 目 口縁 指ナデ
内外面 黒斑

C 区 N0.39 下層 土師器 小型壷 (4 . 0 )  金雲母・長石混入 良 灰褐色
内面 指調整
外面 ハケ 目 のあ と 、 ナデ調整

C区 No.40 土師器 鉢 8 . 0  ( 5 . 4 )  砂粒・長石を合む 良 褐色 内面 指頭ナデがみ られる

長石・ 砂粒 と 雲母少量がみ られ やや
黒斑がみ られる

C 区 No.41 土師器
鉢・ 壷 (2 . 2 )  2 . 9  不良

褐色 内面 指頭ナデ調整
下層 底部 る 少 し変型

内面

C 区 壷
褐色

No.42 弥生土器 ( 3 . 0) 金雲母・長石 と 砂粒がみ られる やや良 外面 内面 へラ調整下層 頚部 暗灰褐
色

長 頚
C 区 No.43 弥生土器 査 (6 . 6) 長石・砂粒を合む 良 褐色 内面 指調整

(免回式)

C 区 No.44 弥生土器
釜 ( 3 . 2 )  長石・ 石英 ・ 角 内石・雲母を含む

良 婿褐色 内面 ハケ 目(免図式) 砂粒

C 区 No.45 弥生土器
壷 (3 . 3 )  長石・雲母と砂粒を合む 良 暗褐色 黒斑がみ られる(免田式)

C 区 No.46 弥生土器 壷 ( 1 . 8) 長石 と砂粒を合む 良 暗淡
内面 ハ ケ 目(免回式) 褐色

口縁内面ナデ、 杯部内面にハケ 目

長石・石英がみ られ金雲母を合 淡暗 杯部外面ハケ 目 の後ナデ 脚部内面ヘラ押
C 区 No.47 土師器 高杯 15 .5  12 . 5  10 . 0  

む 良
褐色 調整、 脚部外面ハケ 目 の後指によるナデ。

脚裾内面ハケ自 の後ナデ。 脚裾外面指によ
るナデ

C 区 No.48 土師器 高杯 (4 . 5) 金雲母・長石・砂粒混入 良 淡褐色皿部

C 区 No.49 土師器 高杯 16 . 0  ( 5. 0) 砂粒に長石・石英も合み雲母 も
良 淡褐色 内面 ナデ

杯部 多少み られる 外面 ハケ 目 の後ナデ調整

C 区 N0.50 土師器 高杯 ( 10 . 0 )  砂粒・長石が多 く み られる やや 褐色 内面に指頭庄痕がみ られる脚部 不良

C 区 N0.51 土師器 高杯 (8 .0 )  長石・雲母・砂粒を合む 良 機褐色 穿孔が 4 ヶ 所脚部

C 区 N0.52 土師器 高杯 ( 7 . 0) 金雲母・長石と砂粒を合む 良好 淡褐色 内面はへラ調整のあ と ナデ脚部

C 区 N0.53 土師器 高杯 ( 2 . 1 ) 金雲母 ・ 長石 ・ 石英を合む砂粒 良 暗褐色 内面 ハケ 目 ナデ
外商 ハケ 目

内面

C 区 N0.54 須恵器 杯身 8 . 6  ( 4 . 3) 長石がみ られる やや良 暗灰色
外商
灰色
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第2節 遺物第 2 表 西片町遺跡出土木製品観察表
出土地区 遺物

法 量 ( cm)

番号 種 別 樹 種 木取 り ・ 加工の特徴
遺 構 名 全長 備 考

(残存長) 横 厚 さ 径

A区 組合式 1 . 4  表 平面での調整

下層
No.61 鍬 ( 26 . 2 )  ( 9 . 1 )  裏 外壁に近い用材

両面に釘の跡1 . 6  
木面の剥離 ・ 欠 損が激 し く 調整がは っ き り し な い

A区 杭 2 . 2  表 平面調整 先端 ゆ る やかな カ ッ ト
下層

No.62 
小型

( 28 . 2 ) 2 . 5  2 . 5  裏 剥離面 先端 カ ッ ト 面を残す
2 . 7  全周 囲での 4 面の カ ッ ト

3 . 8  先端部の欠損は新 し い
A 区 No.63 杭 ( 44 . 4 ) 7 . 3  4 . 0  先 端 カ ッ ト 面は 4 回程度で あ る が、 その後破砕 し て い る 。 弱 い カ ッ

4 . 7  ト の打ちかけ有

A区
2 . 5  先端 一部欠損 一方向か ら で 6 回 カ ッ ト を施す。

下層
No.64 杭 38 . 4  5 . 9  上部 自 然崩j離でかな り 荒い面を残す。

3 . 7  側面 弱いカ ッ ト 面を有す る 。
表 ベー ク 側だが樹皮は残 さ れて い な い

A区 杭
2 . 7  先 端 強い一方 向 か ら の継続的な カ ッ ト 。 中央部は朽 ち は て て穿孔さ

下層
No.65 

長寸
81 . 4 6 . 8  4 . 1  れ る 。 左右の枝部 は カ ッ ト す る が削 り の状況は磨耗 し て い る 。 逆台形

4 . 5  状の期J突痕跡有。 金属の錐状の物で刺 し。

A区
2 . 2  先 端 一方向か ら の カ ッ ト を 5 団施す

下層
No.66 杭 28 . 5  5 . 3  4 . 3  先端近 く 上下方向か ら の継続的な カ ッ ト

3 . 6  中央 四方か らの強いカ ッ ト を有する

A区
1 . 7  先端 強い一面の カ ッ ト 、 弱 い二百で の カ ッ ト

No.67 杭 31 . 3 ( 6 . 7 )  表 外皮パー ク 側であ る が樹皮は残 ら な い. カ ー ボン付着。
泥炭下層一括 2 . 2  裏 強い一回の破砕を行な う

A区
4 . 2  先端部 は新 し く 欠 損す る 。 ケ ズ レ 部分は新 し い. 一方向か ら の カ ッ ト

No.68 杭 ヤマ モモ ( 25 . 2 ) 8 . 5  7 . 7  で あ る が、 7 回程度の小刻みな調整を施す。 上部 6 固 にわけでケズ リ
下層 5 . 5  の調整を行な う 。 外皮樹皮が多 く 残存する

A区 杭
11 . 8  先 端 削 り について は比較的に 新 し い

No.69 ケヤキ ( 48 目 4 ) 13 . 9  11 . 4 表 強 く 新 し い 削 り 、 外皮側生き の ま ま 、 大 き な カ ッ ト を施す 1 回分
下層 大型 12 . 7  のみ

A区
1 . 0  先端 鋭いカ ッ ト 、 欠損

No.70 板材 ( 22 . 9 )  6 . 5  風化に よ る 挨 り
下層 3 . 1  両面 平面調整、 全面 に焼面を付けたか。

A区
1 . 3  表 強いカ ッ ト 平商剥離

No.71 板材 13 . 6  6 . 5  裏 強いカ ッ ト
下層 2 . 2  側面調整剥離面

A区
1 . 0  表 平面調整

No.72 板材 12 . 3  4 . 2  
下層 1 . 2  

裏 剥離

A区
0 . 7  表 平面調整 先端 カ ッ ト か剥離かハ ッ キ り し な い

No.73 板材 ( 15 . 1 )  3 . 8  裏 用材面を残す
下層 1 . 0  上部 ゆ る やかな カ ッ ト 、 欠損

A区
0 . 6  先端 小 さ な く ぼみ単位で の ケ ズ リ を

No.74 板材 16 . 2  5 . 5  両面平面での調整面
下層 1 . 3  中央 細い条線が走 る

1 . 0  両面 平面調整 側面前l離A 区 目立75 板材 15 . 8  5 . 4  表面に数ヶ 所切れ 目 が見 られる下層 1 . 2  

A区
1 . 5  

表 先端 数回に よ る 強 い カ ッ ト
No.76 チ ッ プ 10 . 5  8 . 2  裏 用材の外商を残す下層 1 . 9  
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第2章 調査結果

出土地区
法 量(cm) 備 考

遺物 種 別 樹 種
木取 り ・ 加工の特徴

遺 構 名 番号 全長 横 厚 さ 径
(残存長)

0 . 8  表 先端三回強い カ ッ ト
A 区 No.77 チ ッ プ 12 . 8  7 . 4  裏 角 を持っ た平面調整か
下層 1 . 0  

0 . 7  先端 強い調整は 2 面
A 区 No.78 チ ッ プ 9 . 1  5 . 2  側面 強いカ ッ ト 一面残す
下層 2 . 5  

0 . 9  先端近 く 強いカ ッ ト 調整

A 区 No.79 チ ッ プ 8 . 2  4 . 7  表 先端強い三 回 カ ッ ト
1 . 5  裏 中心、に近い内輪

1 . 2  表 先端数回強いカ ッ ト 、 上部ゆ る やかなニ回カ ッ ト
A 区 No.80 チ ッ プ 10 . 7  7 . 6  裏 用材面残す
下層 1 . 5  上部 強 く 一回 カ ッ ト

1 . 2  表 平面調整 先端 2 - 3 回の カ ッ ト
A 区 No.81 チ ッ プ 9 . 5  6 . 1  裏 用材を残す、 先端摩めつ したのでは
下層 1 . 7  側面 上部欠損、 中央 カ ッ ト 調整

0 . 6  表 先端数回強い カ ッ ト
A 区 No.82 チ ッ プ 10 . 3  6 . 4  裏 剥離
下層 1 . 6  中央 浅い条線を描 く

A 区
0 . 6  表 剥離調整、 先端数回の強いカ ッ ト

No.83 チ ッ プ 9 . 8  7 . 8  裏 用材面を残す
下層 1 . 2  上部 ゆ る やかなカ ッ ト 面

A 区
0 . 8  表 上部欠損 中央 強い カ ッ ト 、 先端近 く 用材商を残す

No.84 チ ッ プ 8 . 9  7 . 2  先端 強い三 回 カ ッ ト下層 1 . 7  裏 剥離面、 上部カ ッ ト

0 . 4  表 上部剥離
A 区 No.85 チ ッ プ ( 9 . 5 )  5 . 4  中央 平面調整 先端 に か け て ゆ る やかな カ ッ ト

0 . 9  裏 加工剥離 上部ゆ るやかなカ ッ ト

B 区
1 . 0  

表 用材面を残す
深掘部

No.86 チ ッ プ ( 9 . 7 ) 6 . 1  
裏 自 然�J離面 剥離調整2 . 9  

14 . 4- 外皮全面 残存
C 区 No.87 斧柄 カ ヤ 32 . 2  16 . 7  6 . 1  先端部 二方向か ら の 強 い カ ッ ト 未製品下層 未製品 3 . 4- 3 . 5  柄部 二方向か ら の 4 回の カ ッ ト

3 . 9  頭部 四方か ら の き め細か い カ ッ ト 調整

C 区 匙柄
( 4 . 1  1 . 4  グ リ ッ プのエン ド部に丁寧な加工を施す 出 土状況か らNo.88 + 1 . 6  全体をエ ン ドで小 さ く カ ッ ト し て部分的に研磨下層 柄部 7 . 1 ) 4 . 3  内面に 向けて小さ な カ ッ ト で調整 見て 同一個体

3 . 4  先端部は新 し い 欠 損、 小 さ な加工を 3 段にわた っ て 削 る 。 外面側その
C 区 No.89 杭 (48 . 8 )  7 . 3  ま ま の位置、 1 次加工の強い調盤、 カ ッ ト で加工。
下層 6 . 4  中央 二マ タ の 用 材 を 大 き く 半数 して杭 と して利用 、 1 次調整の強い

寄jれ

C 区
1 . 0  

先端 弱い カ ッ ト
下層 No.90 杭 33 . 2  6 . 6  

上部 裁断の痕跡有、 先端部近 く 一回 の 強 い カ ッ ト1 目 9

C 区 杭
4 . 8  

先端 強い一方向か ら の重な り の カ ッ ト ( 7 回 )No.91 ヒ ノ キ ( 67 . 7 ) 5 . 6  4 . 8  下 層 長寸 6 . 3  当初の強いカ ッ ト 、 最後は引 き 裂 き で仕上げ

1 . 0  先端部を欠損
C 区 No.92 杭 ( 25 . 3 )  4 . 6  表 小 さ な打ち込みが見 られる
下層 中央 古い時期の カ ッ ト を有す る 、 表面は黒色がかる2 . 4  

一部内側が腐食
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第2節 遺物

出土地区 遺物 法 量(cm)
種 別 樹 種

遺 構 名 番号 全長 木取 り ・ 加工の特徴 備 考
(残存長) 横 厚 さ 径

C 区 No.93 杭
先端部は欠損、 全方位で先端部に向って尖がす様にして 6 面でのカット

l 号杭列 ( 15 . 9 ) 3 . 8  上部 強い カ ッ ト と 剥ぎ、 先端を と が し て パ ー ク 部位は全 く な い 1 
本の丸木の外周 囲 を カ ッ ト して 削 り 込む

C 区 No.94 杭
4 . 0 先端 新 し い欠 損、 強い 3 方向か ら の カ ッ ト を施す、 上部側面 分厚

1 号杭列 エ ゴ ノ キ ( 14 . 1 )  6 . 1  いパー ク 貼 り 付き
6 . 5  裏 樹皮を有する

C 区 2 . 0  先端は欠損新 し い 4 面か ら の カ ッ ト 、 1 面の み 当 初 の カ ッ ト 中央
1 号杭列

No.95 杭 ( 13 . 7 ) 4 . 3 新 し い欠損
3 . 1  上部 外皮部の ま ま で利用、 丸木の 1/4裁で カ ッ ト

C 区 2 . 6 
先端部は欠損、 丸杭を 2 面か ら の カ ッ ト 。 調整は了寧。 中央か ら 先端

1 号杭列
No.96 杭 ク リ ( 18 . 3 )  5 . 9  5 . 9  

5 . 2  にか けての側面 2 面で の カ ッ ト 痕、 上部 外側外皮の ま ま で未調整

C 区 4 . 5  先端 新 しい欠損 断続的な小 さ な カ ッ ト

I 号杭列
No.97 杭 ( 36 . 6 )  8 目 6 先端近 く 強い カ ッ ト を施す

6 . 1  中 央 大き な半裁で カ ッ ト する。 外皮面パー ク はな し

C 区 3 . 6  
先端 新 しい欠損、 一方向のみか ら の 大 き な カ ッ ト 。 外皮側残 り

1 号杭列
No.98 杭 ( 27 . 6 )  6 . 8  4 . 9  

4 . 9 中央金周 囲外皮(薄い も の ) が残 る 。 パ ー ク の残存があ り 一部焼成

C 区 2 . 6  先端部は欠損見つか ら ず、 中 央部で 1/2裁、 ま わ り で 5 面の カ ッ ト 。

1 号杭列
No.99 杭 ( 21 . 5 )  ( 4 . 2 ) 外皮が一部分残 る

4 . 6  上部 5 面での カ ッ ト を施す。 外面での外皮部分残 る

C 区 3 . 8  
先端部は大 き な 一方を基本 と して、 他の二面の小 さ な カ ッ ト を含 め る 。

No.lOO 杭 ( 31 . 1 ) ( 4 目 8 )
1 号杭列 6 . 5  中央か ら 先端にかけて 8 固にわた り 小 さ い カ ッ ト を重ね る

C 区
3 . 5  

先 端 大 き く 一面のみ カ ッ ト で 、 周 閲 3 面 を小 さ く カ ッ ト で調整、 外

1 号杭列
No.101 杭 ( 27 . 2 ) 4 . 4  皮面で あ る がベー タ はつかず、 上部外面のみで調整な し

4 . 3  

C 区
3 . 0  

先端部は新 しい欠損、 6 面にわた る カ ッ ト での調整を行な う

1 号杭列
No.102 杭 ( 21 . 1  ) 4 . 5  上部先端部は生き カ ッ ト 面 は平坦

4 . 4  

C 区
2 . 6  

先端 強い カ ッ ト を行な う 小 さ く 4 而程度の カ ッ ト を施す
No.103 杭 ( 13 . 0 ) 4 . 1  

1 号杭列 3 . 6  表 外皮面ベ ー タ は無いが面調整

C 区
2 . 6  先 端 欠損は新 し い 4 方 向で小さ く 先端部分のみ を カ ッ ト 。 表皮はつ

No.104 杭 ( 13 . 3 )  3 . 6  かな いが、 外面の ま ま。 カ ッ ト 面は 2 商で調整を行な う 。

1 号杭列 3 . 1  上部 新 し い カ ッ ト き ず

3 . 1  上面 は敵打に よ り 打面の ク ズ レ 有、 旧形成商 ま で 残 る 。 上部 新 しい

C 区 No.105 杭 ( 26 . 5 )  6 . 3  
打面
中央 5 回 にわ た り カ ッ ト を行な う 。 外面倒一部にパー ク 貼 り 付き 状

1 号杭列 4 . 7  況、 先端近 く 外面倒ノf ー ク 一部に残る

C 区
3 . 8  先端部は新 しい欠損。 両サイ ドか ら の基本的な加工

No.106 杭 ( 23 . 5 ) ( 7 . 5 ) 最初半裁後に逐次小 さ な加工を加 えて進め て い く

1 号杭列 4 . 4  上 部 当初の一面での大き な裁断を行な う 。 外面の ま ま で未調整

C 区
3 . 2  先 端 左側 よ り 右側にかけてカ ッ ト す る 。 最後に縁辺部の調整、 刃部

No.107 杭 ( 18 . 9 )  ( 7 . 0 )  形成
1 号杭列 3 . 6  中 央 一部弱い剥商韓両が残る

qu
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第 1 節 西片町遺跡出土木製品 の同定

西片町遺跡出土木製品の同定
熊本大学教育学部教授 大迫 靖雄

今回、 同定 を依頼 さ れた出土木材 には劣化が進み、 顕微鏡切片作成が困難なものが多い。 さ ら に 、 資料が

微小な た め 、 切片作成が不可能なものもあ っ た。 しか し なが ら 、 出来 る 限り顕微鏡検眼用の切片作成を行っ

て、 以下の同 定 を行 っ た。

資料番号 NO.1 (遺物番号 制)

大型の杭 と して あ る が、 依頼 さ れた資料の寸法が小 さ いため、 資料の作成が困難であ っ た。

木 口面 ( 写真番号 1-1 、 2 )

道管の形状は小 さ く、 試片全面 にまんべん なく分布 し て おり散孔材 と い え る 。 道管は単独または2

- 3 個複合 したものが見 ら れ る 。 放射組織は 1 - 4 列程度で、 木繊維が 占 め る 割合が高い。 また、 接線

状柔細胞が見 ら れ る 。

ま さ 目 面 ( 写真番号 1-3、 4 )

道管のせん 孔は階段せん 孔 を示 し、 barの数は 6 - 8 個程度であ る こ と が示 さ れて い る 。 放射組織は、

平伏お よ び直立細胞か ら な る 異性放射組織を示 し、 放射組織には、 結晶 を合む多室結晶細胞が多数見 ら

れる。

板 目 面 ( 写真番号 1-5 )

道管の階段せ ん 孔が示 さ れ て い る が、 barの数は 6 - 8 個程度で比較的少な い。 また、 放射組織 ( I

- 4 列 ) と 柔細胞が見 られるが、 他は木繊維 と な っ て い る 。

以上の結果か ら 、 本樹種はヤマ モモ (Myrica rubra Sieb. et Zucc. ) と 鑑定 さ れる 。

資料番号 No.2 (遺物番号 69)

本資料は、 柱材 を転用 し た 大型の杭 と さ れて い る 。 同定用 に依頼 さ れた資料は ごくわずかであ っ た た め、

その全体像は明確でな いが、 外部 ( 樹皮側 と 思われる ) は癌状 と な っ ており、 かなり劣化が進み、 細胞組織

も破壊 してい る 状態であ っ たが、 内部にやや劣化の少ない部分が存在 していた。

木 口 面 ( 写真番号 2-1、 2 )

写真はいずれも上側が樹皮側、 下側が髄側を示 し て い る 。 いずれの写真も、 年輪界に沿っ て大道管が

1 列 に並んでい る 環孔材であ る こ と が示 さ れて い る 。 また、 孔圏外の道管径は極端に小 さ くなり、 多数

が集合 し て 、 円 状も しくは接線状な どの集合管孔が形成 さ れて い る 。 子L圏部の個々 の道管は鞘状の周 囲

柔細胞に 固まれて い る 。 放射組織は、 1 な い し数列のものがほぼ均等に並んでい る 。

ま さ 目 面 ( 写真番号 2-3、 4 )

いずれの写真 にも、 大道管が一本見 ら れ る が、 その周 囲 を軸方向柔細胞のス ト ラ ン ドが囲んでい る 状

態が示 さ れて い る 。 道管は単せん 孔である こ と が示 さ れてい る 。 放射組織は概ね平伏細胞で上下の縁辺

に方形細胞が見 ら れ る 異性放射組織を示 し て い る 。 その他の組織の大部分は、 木繊維で 占 め ら れて い る

が、 小道管の周辺の と こ ろ どころ に柔細胞ス ト ラ ン ドが見 られる 。

必
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板 目 面 ( 写真番号 2-5 )

孔圏外の切片である た め、 大道管は見 られな いが柔細胞ス ト ラン ドが見 ら れて い る 。 他の大部分の細

胞は木繊維である こ と が示 さ れて い る 。 放射組織は、 大部分が 4 """' 6 細胞幅のほぼ同じよ う な紡錘状の

放射組織が顕著で、 各々の放射組織 と も上下 にやや大 き な細胞が合まれて い る 。 そのほか、 l 、 2 列幅

の放射組織が点在 し て い る のが見 ら れ る 。 外周部は、 癌状 と な っ て おり、 異形細胞が形成 さ れて い る

( 写真番号 2-6 ) 。 特に、 放射組織の形状 に注 目 す る と 、 紡錘形 と い う よ り円形 と な っ ており、 杢が形成

さ れて い る こ と が見 ら れる 。

以上の結果か ら、 本樹種はケヤキ (Zelゐω serrata Makino ) と 鑑定 さ れる 。 また、 杢が形成 さ れて い た こ

と か ら 、 根の部分も しくは枝の部分が合まれていた こ とが推定 さ れる 。

資料番号 No. 3 (遺物番号 87)

木製斧未製品 と さ れる ものである が、 依頼 さ れた資料の劣化が激 しく、 しかも形状が極めて小 さ いた

め、 切片の作成が極 め て 困 難であ っ た。 特に、 幅の狭いま さ 目 面の切片作成が困難であ っ た。 また、 樹

皮が同封 さ れて いた。

木口面 ( 写真番号 3-1 )

厚 さ 2 mm若 と い う 小 さ な 資料のた め、 資料の作成が困難であっ たが、 大部分が仮道管か ら なり、 道管

を有さ な い こ と か ら 針葉樹である こ と が明 ら かである 。 また、 年輪界は極め てゆる やかで、 早材部か ら

晩材部への移行が緩やかである こ と が示 さ れて い る 。 放射組織はすべて放射組織 と な っ ており、 軸方向

柔細胞は存在 し な い。

ま さ 目 面 ( 写真番号 3-2 )

資料の形状が小 さ く、 劣化も激 し い た め、 切片も作成が極めて困難であ っ た。 そのた め、 切片の状態

も悪 いが、 仮道管 に多くの有縁壁孔が見 られ、 その形状は凸 レンズ状 と な っ て い る 。 また、 仮道管壁に

らせん肥厚が見 ら れ、 2 本の ら せんが対に な る 傾向が示 さ れて い る 。 放射組織は放射柔細胞のみか ら な

る こ と が示 さ れて い る 。 分野壁孔はヒノ キ型である が、 切片の状態は悪 い た め、 1 分野内の数は明確で

な い。

板 目 面 ( 写真番号 3-3 )

仮道管の放射壁に有縁壁孔の断面が多数見 ら れ る 。 また、 らせん肥厚が著 し い。 放射組織は単列であ

る こ と が示 さ れて い る 。

以上の結巣な らびに樹皮の状態か ら、 本樹種はカヤ ( Torreya nucifera Sieb. et Zucc. ) と 鑑定 さ れる 。

資料番号 NO. 4 (遺物番号 9 1 )

大型杭 と 記載 さ れて い る が、 依頼 さ れた 資料は極めて僅か ( 厚 さ 3 mm， 半径 7 """' 8 mm ) のた め、 完全 1 年

輪が合まれて い な い。 すな わち、 本資料には、 晩材部が合まれて お ら ず、 早、 晩材の移行状況等は不明であ

る 。

木口面 ( 写真番号 4-1 )

資料に晩材が存在 し な い た め、 年輪の移行は不明であるが、 晩材幅は狭い と 思われる 。 組織の状態は、

僅かな放射組織以外はすべて仮道管か ら な っ ており、 針葉樹である こ と が表 さ れて い る 。
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ま さ 目 面 ( 写真番号 4-2 )

早材部の仮道管 を示 し て い る が、 壁面に 大型の 有縁壁孔が多数見 ら れ る 。 ま た、 一本の放射組織が示

さ れ る が、 放射組織はすべて放射柔細胞か ら な り 、 分野壁孔は一分野 2 個で形状は、 ヒ ノ キ型を示 し て

い る 。

板 目 面 ( 写真番号 4-3 )

早材部の 板 目 切片 で あ る た め 、 仮道管の接線壁に有縁壁孔の横断面が多数見 ら れ る 。 放射組織はすべ

て単列で 1 ""-' 5 細胞高の も の が見 ら れ る が、 樹脂細胞や樹脂道は見 られな い。

以上の結果か ら 、 本樹種は ヒ ノ キ ( Chamaecypa巾 ob加α End l . ) と 鑑定 さ れる 。 た だ し 、 ヒ ノ キの特徴

で あ る 樹脂細胞は 見 ら れな い。 こ れは、 本資料寸法が小 さ な た め 、 晩材部が合 ま れ て い な い。 し た が っ て、

晩材部に存在する 樹脂細胞が出現 し な か っ た も の と 思われ る 。

資料番号 恥 5 (遺物番号 9 4)

杭 と 記載 さ れる が、 そ の形状や寸法は不明で あ る 。 た だ し、 依頼 さ れた 資料は極め て少量で あ っ た。

木 口 面 ( 写真番号 5-1、 2 )

年輪は明確で 、 早材部 にやや大 き な道管の管孔が密集 し、 晩材部で は、 道管径は小 さ く な り 、 その数

も 疎 と な る 、 やや環孔的散孔材 を示 し て い る 。 ま た、 管孔の 大 き さ は、 比較的小 さ い。 管孔は単独 も し

く は半径方 向 に複合 し た も の が存在 し て い る 。 放射組織は明瞭で は な い。 接線方 向 に連な っ た柔細胞が

点在 し て い る が、 他の多 く の細胞は木繊維を示 し て い る 。

ま さ 目 面 ( 写真番号 5-3、 4)

道管のせん 孔 は階段状を示 し て い る 。 ま た 、 軸方向柔細胞が点在 し て い る 。 放射組織は、 平伏、 方形

あ る い は直立細胞か ら な る 異性放射組織を示 し て い る 。

板 目 面 ( 写真番号 5-5、 6)

写真番号5-5の 中 央部 に 2 個複合 し た道管が見 ら れ、 せん 孔が階段状で あ る こ と を示 して い る 。 こ の

場合の 階段せ ん 孔 の bar の 数は 8 、 9 個で あ る こ と が示 さ れて い る 。 放射組織は異性で、 1 ""-' 3 列 を示

し、 多列部 と 単列部が連結 し て い る も の が見 ら れ る 。

以上の結果か ら 、 本樹種はエ ゴ ノ キ (Styr<ωjapoicα Sieb. et Zucc. ) と 鑑定で き る 。

資料番号 地 6 (遺物番号 96)

本資料は平板材 と 記載 さ れて い る が、 劣化が激 し く 、 切片作成は極め て 困難で あ っ た。 特に、 木 口 面の 切

片の作成は困難で あ っ た。

木 口 面 ( 写真番号 6-1、 2)

年輪界 に沿 っ て大型の道管がやや火炎状に幅広 く 並び、 孔圏 を形成する 環孔材で あ る こ と が示 さ れい

る 。 孔圏外の道管は急激 に 小 形 に な り 、 集合 した状態で存在する こ と が示 さ れて い る 。 ま た 孔 圏 内 の道

管 にチ ロ ー ス が認め ら れ る 。 子L園部の道管の 周 り に は仮道管、 柔細胞が見 ら れ、 木繊維は ほ と ん ど存在

し て い な い。 放射組織は単列で 多 数走 向 し て い る 。

ま さ 目 面 ( 写真番号 6-3、 4)

写真番号 6-3の 中央部 に単せん 孔 を 有す る 直径の 大 き な道管 と それを取 り ま いて、 多 く の 有縁壁孔 を

有す る 周 囲仮道管が見 ら れ る 。 ま た、 それ ら の 仮道管に混在 し て柔細胞が見 ら れ る 。 小道管は単せ-ん 孔
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を 示 し て い る 。 他の大部分は木繊維で あ る が、 と こ ろ ど こ ろ に柔細胞ス ト ラン ドが見 ら れ る 。 放射組織

はすべて平伏細胞か らなる 向性放射 組織で あ る こ と が示 さ れて い る 。

板 目 面 ( 写真番号 6-5 )

右 に大道管が 見 ら れ、 単せん 孔で あ る こ と が示 さ れ、 道管内腔にチ ロ ー スの存在が見 ら れ る 。 左側に

小道管が 見 ら れ、 大部分は単せ ん 孔で あ る が、 一部に階段せん 孔が見 ら れ る 。 その他のqqlJ方 向要素は大

部分が木織縦で あ る が、 と こ ろ ど こ ろ に 柔細胞ス ト ラン ドが点在 し て い る 。 放射組織はすべて単列を示

し 、 全体に ま んべんな く 分布 し て い る 。

以上の結果か ら 、 本樹種は ク リ ( Cωtαmα crenatα Sieb. et Zucc. ) と 雛定 さ れ る 。

1 - 1  ( 資料 1 木 口 面 ) 1 -2 ( 資料 1 木 口 面 )

QU

 

AH『



1 -3 ( 資料 1

O . 6mm 

2 - 1  ( 資料 2 木 口 面 )
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O . 24mm 

2- 2  ( 資料 2 ま さ 白 面 )

1 関川町駅E1lA 」主旦
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西片町遺跡出土種子の 同定
大阪市立大学名誉教授 粉川 昭平

八代市西片町字小路 口 及び餅 田地内の西片町遺跡か ら出土 した果実 ・ 種子類2 2 点を 同 定 した。 こ れ らは

硝酸水 中 に保存 さ れて お り 、 非常に良好な状態であっ た。

A 区下層の弥生時代後期の木質遺体や木製品 を多く合む層か らは、 次の 1 4 点を 同 定 し た。

No.1- 一 一 一 一 一 オニ グル ミ ( 1 個 )

N0.2- 一 一 一 ー ー イ チイ ガ シ ( 1 個 )

N0.3- 一 一 ー ー ー マ ツ 属の球果 ( 1 個 )

表面がす り き れてい る 。

No.9一 一 一 一 一 一 イ チイ ガ シ ? ( 1 個 )

未熟で前後に圧縮 さ れる 。

No.10一 一 一 一 一 一 エゴノ キ ( 1 個 )

No.U一 一 一 一 一 一 エゴノ キ ( 1 個 )

No.4一 一 一 一 一 一 ム ク ロ ジの完全な果実 ( 1 個 No.12一 一 一 一 一 一 エゴノ キ ( 1 個 )

N0.5- 一 一 一 一 一 ム ク ロ ジの完全な種子 ( 1 個 ) 恥13一 一 一 一 一 一 ク スノ キ ( 1 個 )

No.6ー 一 一 一 一 一 イ チイ ガ シ ( 1 個 No.14一 一 一 一 一 一 ク スノ キ ( 1 個 )

恥7一 一 一 一 一 一 イ チイ ガ シ ( 1 個 )

No.8一 一 一 一 一 一 イ チイ ガ シ ? ( 1 個 )

未熟で上下に圧縮 さ れる 。

C区最下層では、 弥生時代後期の水路に関する と 思われる杭列が確認 さ れて い る が、 次の 8 点 を 同定 した。

No.15一 一 一 一 一 一 エゴノキ ( 1 個 )

No.16- 一 一 一 一 一 イ チイ ガ シ ( 1 個 )

No.17一 一 一 一 一 一 イ チイ ガ シ ? ( 1 個 )

No.19一 一 一 一 一 一 イ チイ ガ シ ? ( 1 個 )

先端が欠失 し て い る 。

N0.20一 一 一 一 一 一 モモ ( 1 個 )

先端が欠失 し て い る 。 N0.21一 一 一 一 一 一 オニグル ミ ( 1 個 )

No.18一 一 一 一 一 一 ム ク ロ ジの完全な種子 ( 1 個 ) N0.22一 一 一 一 一 一 モモ ( 1 個 )

大体において、 九州の弥生時代に普通の種である 。 次のよ う なこ と が指摘でき る 。

オエ グル ミ は、 No.1と N0.21の2個で、 No.1は長 さ が3.1cm、 N0.21は3.4cm と かな り 大形で、 九州の弥生時代の

も の と し ては意外な感があ る 。

モ モは、 No.20 と N0.22の2 個で、 No.20は、 長 さ ・ 巾 ・ 厚 さ が、 2.7 X 2.1 x1.6cm. N0.22は3.1x1.9 x 1.8cmで、

こ れ も 大形で立派な も のであ る 。

イ チイ ガ シ も 大き い立派な も のが多い。 食用 に した と 思われる オニ グル ミ ・ モモ ・ イ チイ ガ シの三つが、

と も に大き く立派である こ と は選別の結果であろ う か ?

エゴノキ ・ ム ク ロ ジ な どは流路の堤に成育 していた 河辺林の要素である う 。 マ ツ属の球果だけは非常にす

り き れてお り 、 遠方か ら 涜れて き たであろ う こ と を物語っ てい る 。
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第 4 章 考 察

1 遺跡の範囲

本遺跡の周辺部 に は、 第 1 章に も 記 した よ う に弥

生時代 中期か ら 後期 に か け ての い く つかの遺跡が確

認 さ れて い る 。 特に球磨川南岸の平野部 に は、 弥生

後期に環濠を巡 ら し、 多量の木製品が出土 した有力

な集落遺跡で あ る 下堀切遺跡が確認 さ れて い る 。 一

方、 球磨川北岸 に お い て も 立地条件がほぼ同様で あ

る こ と か ら し て 、 現在は点 と し て確認 さ れて い る 以

上に、 かな り の規模の集落の存在が予想 さ れ る 。

ま た古墳時代 に お い て は 、 本遺跡の周辺部に も 多

数の古墳群が形成 さ れて い る こ と か ら 、 こ の古墳を

支 え る 集落について も その存在が予想 さ れた。

今回調査 し た 3 地 区 を相互 に検討 し、 弥生時代か

ら 古墳時代 に か け て の 旧 地形の復原作業を行っ た。

その結果水準等か ら 、 想定 さ れ る 集落の 中心位置は、

調査区南側へ約300m程離れた現況の 「八代臨港線付

近J に位置 し て い た と 考 え ら れ る 。

その 中 心箇所の水準は、 現況 よ り かな り 高 く 、 ま

た周辺 に は 多 く の微高地が形成 さ れ、 その微高地上

に住居等が点在 し て いた姿が想像 さ れ る 。

試掘調査時に 「遺跡範囲 が東西の 2 箇所に分かれ

て い る 」 と 判断 さ れ た の は 、 微高地上に住居跡等が

立地 し て い たた めで あ ろ う 。 弥生時代、 古墳時代双

方 と も に、 こ の立地を利用 し た も の と 考 え る 。

2 遺跡出 土 の 土器 と そ の 時代

あ る 脚台付費26 ・ 29"-'31が あ げ ら れ る 。

蜜は 2 形 式 に わ け る こ と が で き る 。 脚 台 付費 A

( 31 ) は脚台高が低 く 、 脚 の く びれの締ま り も 弱 い。

ま た 内面の指圧で の強 い調整が特徴で あ る 。 26は体

部の最大径位置が上位 に あ り 、 膨 ら みが弱い。 こ の

資料 を他地域類例 と 対比 し て み る と 、 形式的 に は 白

川水系 上流域阿蘇盆地で は 下 山 西 I 期、 狩尾E期に

相 当 し 、 菊池川 中 流域 で は 津袋 I 期 ( 西久保 ) に 相

当 す る 資料で 、 さ ら に 後期前葉 ま で さ かの ぼ る 資料

で あ ろ う 。 脚台付聾 B ( 29 ) は脚台高が比較的に 高 く

な り 、 こ れは後期 中 頃 ま でで 下 山西 H 期 に 相 当 す る 。

脚台状況が確認 さ れ る 資料では、 いずれ も 類例資

料 と し て は、 下堀切遺跡第 4 層出土及び C ト レ ン チ

出土土器群の脚台付壷が最 も 本遺跡 と 地理的には近

い出土 と な る 。

壷で は37の 口縁部 に 刻み鋸歯文を有する 資料、 13

・ 43 ・ 44 ・ 45 ・ 46の いわ ゆ る 胴部が く の字形に屈曲する

算盤玉形の免 田 式査胴部片があ げ られ る 。 櫛描き の

状態か ら 、 弥生時代後期 中 頃で ま と ま る 資料で あ ろ

フ 。

なお第 1 章 に も 記 し た よ う に近隣の 沖片遺跡 ( 西

片町辻 田 ) 、 長 田 遺跡 ( 長 田 町石原 ) か ら は 、 野部

田式土器の 出土が確認 さ れて い る 。 本遺跡の 資料 と

ほぼ同時期 と 捉え る こ と がで き る 。

西片町 E 期 : 古墳時代前期 中 頃

費 ( 8 ・ 24 ) で は 口 縁部の形態が、 内側への つ ま み上

げ、 そ し て 内傾化へ と 進む。 さ ら に は胴部の球形化

調査区か ら は弥生時代後期 中 頃、 古墳時代前期 中 と 器壁の厚 さ が増 して く る 。

頃 ・ 中期前半の 資料が ま と ま っ て 出 土 し て い る 。 こ 壷で は短頚壷、 二重 口 縁壷、 小型壷の各種が見 ら

れ ら は本来の 遺構か ら の 出 土 で は な く 、 その 多 く は れ る 。

二次的に堆積 した 層 中 か ら の 出 土で あ る 。 資料に対 短頚査で は肩部の張 り が強 く 外来系の特徴を有す

し て の 遺構や層 同 士 の 比較検討 は こ れ ら の理由か ら る 壷 (9) が あ げ ら れ る 。

し て 行 え な か っ た。 二重 口 縁壷で は 2 形式にわかれ る 。 35は大型の器

形で 、 体部 は上位 に 弱 い肩 を有 し 、 胴部は樽形に膨

西片町 I 期 : 弥生時代後期前葉~ 中頃 ら む。 頚部 よ り 屈 曲 し 立 ち 上が り 、 反転部で外傾ぎ

曹 と し て は、 弥生時代 中期以来の伝統的な器形で みに直立 し 、 口 縁最端部は さ ら に外反す る 二重 口 縁
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第4 章 考 察

査 A 。 頭部 よ り 強 く 屈 曲 し外傾 し、 反転部か ら は外 部に想定 さ れて い る 。 ま た洗切 遺跡か ら は奈良三彩

傾気味に直立 し 、 端部は外反す る 。 反転部内面には 片や墨書土器が出土 し て お り 、 こ の近隣箇所に平安

深い沈線を有する 二重 口 縁査 B (3別 で あ る 。 こ の形 時代初頭の集落等の存在が予想 さ れ る 。

式は 口 縁部の く ずれが大 き い。

小型査で は 口 縁部が直 に 立 ち 上が り 、 その高 さ が

短い小型壷 A (38 ) と 口 縁部が高 く 、 口 縁部に屈曲 と

膨 ら み を 有 し 、 二重 口 縁査的な要素を残す小型壷B

( 1 ) にわかれ る 。

高杯で は脚裾部の形態で A . B の 2 形式にわかれ

る 。 高杯 A は裾部の広が り が直線的なH ・ 18 . 19の 資

料で 、 高杯 B は器形的 に裾部の屈 曲 が強 く 形式的に

は古い要素を持つ。 さ ら に 高杯 B は、 脚部が膨 ら む

高杯 B I ( 15 ・ 16 ) と 脚部が直線的な B II ( 17 ) の 資料

にわかれ る 。

ま た B 形式 に は裾部付け根位置に3な い し4個の穿

孔 を有す る も の も 含 ま れ る 。

本遺跡で は A 区 カ ー ボ ン 集積箇所か ら 高杯A B の

2 形式の 資料が同時 に 出 土 し て い る 。

こ れ ら の 資料は、 柳 田康雄編年で は 「土師器 II c

期」 に 相 当 す る 時期 と 考 え る 。

西 片 町 E 期 : 古墳時代中期前半

費 ( 21 ) 、 査 ( 22 ) と も に肩部の張 り がな く 、 胴部の

膨 ら みが弱い。

高杯で は杯部上半の形態変選で 、 杯部 中位で大き

く 外反 し 、 強 く 屈 曲 し外傾す る 高杯 C ( 47 ・ 48) と 屈

曲後に 内湾す る 高杯D ( 49 ) の 資料が出土す る 。

古墳時代の 須恵器は1.点 の み確認 さ れ る 。 54は須

恵器杯身郊で立 ち 上が り が長 く やや内傾 し、 口 層部

内 側 に は緩やか な 段 を 有す る 。 小 田富士雄編年で は

f II 期」 に 相 当 す る 資料 と な り 、 土師器の時期 と ほ

ぼ合致す る 。

西片町W期 : 平安時代初頭

須恵器高台付杯 ( 2 ) は 1 点の み の 出 土で あ る が、

こ の形式 は近隣す る 興善寺馬場、 輿善寺志水の各遺

跡等か ら 多 く 出土 し て い る 生活資料で あ る 。

ま た西片町の 沖 片遺跡か ら は、 須恵器の 円面硯 も

出 土 し て お り 、 『延喜式� w和名抄』 に は駅家跡の一

つ片野駅の 存在が記 さ れて お り 、 比定地 も 片町周辺

3 遺跡の各期 の様子

西片町 I 期 : 弥生時代後期前半~ 中頃

集落縁辺部に は集落の境界域 と し て 、 ま た実用的

な生活施設 と し ての 水路が構築 さ れていた。 確認 さ

れた も の は 1 号杭列の 1 本の みで はあ る が、 その方

向 は東西 を基軸 と し て 、 細部に 至 っ て は微高地地形

に左右 さ れて い た と 考 え ら れ る 。

弥生時代後期 に は南側 に集落の 存在が予想 さ れ、

集落全体で は地形 に あ わせ、 人工施設で あ る 多数の

水路が周 囲 に は設け ら れ て い た と 想定 さ れる 。

西片町 E 期 : 洪水期

弥生時代後期以 降 に 、 資料上か ら は一時集落は断

絶 し、 こ の地に改め て集落が営 ま れ る の は古墳時代

前期 中頃で あ る 。

そ し て こ の時期に集落を洪水が襲 っ た。 当 時の球

磨川 ・ 古麓川等の位置関係か ら して、 河川 |の 洪水域

は川の 北側方 向 で あ り 、 こ の地 ま で 及ん だ と 想定 さ

れ る 。

本遺跡 C 区土層断面 に あ る 南か ら 北へ向か っ ての、

強い流れ込ん だ状況 に つ い て は 、 当 然の こ と で あ る

が合致す る 。 流れ込ん だ木材 に は径が50cmを越え、

枝 も 付いた ま ま の 大型木材 も A 区北側、 C 区東側か

ら確認 さ れてお り 洪水の勢い を想起 さ せる 。

調査区で は C 区が最 も 顕著で、 こ の よ う に遺跡の

中心部か ら 北側 に 向か っ て、 洪水の痕跡が見 られる。

その勢いはかな り の 土砂 と も に 、 前時代の遺物類 も

併せて流れ込み、 一気に古墳時代の集落を押 し流 し

た こ と が容易に想定 さ れる 。

西片町田期 : 洪水後か ら 古墳時代中期前半

A 区で は洪水の結果、 一段下が っ た微高地の落ち

込み状の箇所に 、 集落の 生活用具等 と と も に 多数の

大型木材や流木を堆積 さ せた。

こ の地点で は洪水後 に 、 損害を受けた集落の復旧

，。民U



が時期 を あ けずに 行われた と 考 え ら れ る 。 それはA

区で カ ー ボ ン 集積箇所が 2 箇所、 層位的に洪水層の

上層か ら確認 さ れた こ と に よ る 。

2 基の カ ー ボ ン 集積箇所は、 調査面積が狭小で即

断はで き な いが、 竪穴住居に 関わ る も のの可能性が

高い。 そ こ で は高杯 を転用 し た ふい ご羽 口や不純物

の 鉄 さ いが確認 さ れ、 当 地 で の 小鍛冶の実態が判明

した。

ま た斧柄未製品や多量の両端 を加工 した用材及び

木片の 出 土 は 、 集落に お け る 木製品の生産の様子を

伺い知 る こ と がで き る 。 隣接地点に は集落におけ工

房的な存在 も 想定 さ れる 。

こ の 集落は古墳時代 中 期前半頃 ま で、 継続 して営

ま れ る 。

4 遺物の特性

本遺跡は低湿地に 位置す る 遺跡で あ る た め植物遺

体及び、木製品等の残存状態は良好で あ っ た。

出 土 し た木製品の 総量は約100点 に 及ぶ。 県事業

と し て は初の 八代地区で の低湿地に位置す る 調査で

あ る た め、 本来の木製品 と 将来のサ ン プル資料 と し

て木材及び流木類の一部 も 採取 した。

木製品の樹種同定の結果で、 ヤマ モモ、 ケヤキ、

カ ヤ 、 ヒ ノ キ、 エ ゴ ノ キ、 ク リ な どの 常緑広葉樹を

製品の用材 と し て選択 し て いた こ と が判明 した。

製品の使途に 関 わ る 材木の選定 について は、 多様

な木材が選択 さ れた。

当 時の環境復原で は、 現地で の積極的な各種分析

が諸般の事情で実施で き な か っ たが、 サ ン プル資料

を採取 しての種子同定が行 えた。

種子鑑定で は食用 に した と 考 え ら れ る オ ニ グル ミ 、

モモ、 イ チイ ガ シが確認 さ れ、 ま た 当 時の植生 と し

てエ ゴ ノ キ、 ム ク ロ ジ な ど 流路の堤に生育 していた

河辺林の復原が行 え た。

古墳時代の 生活の様子 を復原で き る 良好な資料の

提供が 自 然科学の 分野か ら 行 え た。
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図版 3
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図 版 4
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図 版 5
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図 版 6
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図版 7
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図 版 9
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図 版 1 1
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図 版 1 3 A 区内 出 土土器
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図版 1 4 C 区 内 出 土土器 ( その 1 ) 

\ 札i 句 .. / ザ

29 

hF
4・
4
田

44

 

32 



図版1 5 C 区 内 出 土 土器 ( その 2 )
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巴 置 1 6 各 区 出 土土器 ・ 石器 ( よ段試掘、 中 下段 B 区 )
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図 版 1 7 A 区 内 出 土木製品
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図版1 8 A 区、 B 区 内 ( 86のみ ) 出 土木製品
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図 版 1 9 c 区 内 出 土木製品 ( そ の 1 ) 
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図版20 C 区 内 出土木製品 ( そ の 2 )
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付 編

柳町遺跡出土の木製短甲
熊本県玉名市河崎字柳町所在の 柳 町遺跡 よ り

出 土 の 1 号 ・ 2 号木製短 甲 資料紹介 -

1 9 9 6 .  3 

熊 本 県 教 育 委 員 会
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例
本付編は、 熊本県教育委員会が建設省九州地方建設局熊本工事事務所の委託を受けて実施 した、 熊本県

玉名市河崎字柳町に所在す る 柳 町遺跡の調査 I 区 よ り 出土 した 1 号木製短甲及び調査E 区 よ り 出 土 した

2 号木製短甲 の 資料紹介で あ る 。

柳町遺跡の調査 I 区は平成 6 年 8 月 か ら 平成 7 年 3 月 ま で熊本県教育庁文化課が、 調査 n . m区は平成

7 年 7 月 か ら 平成 8 年 3 月 ま で熊本県教育庁文化課 と 玉名市教育委員会社会教育課が合同で発掘調査を

実施 した。

1 号木製短甲 の樹種 同 定 に つ い て は大迫靖雄専門調査員 に依頼 し玉稿を頂いた。 記 して感謝の意を表 し

たい。 なお 2 号木製短 甲 は下記業者へ委託 し樹種同定を行 っ た。

柳町遺跡か ら 出土 し た 1 号木製短甲 の樹種について

熊本大学教育学部教授 大迫

柳町遺跡出土の 2 号木製短甲 の樹種同定

パ リ ノ ・ サー ヴ ェ イ 株式会社

靖雄

遺構、 土器の 実測 な ら びに 現地の写真撮影は、 1 号木製短 申 関連を 畠 田 壮仁 ・ 池本利直 ・ 高谷和生が、

2 号木製短 甲 関連は 田 中康雄 ・ 江原浩司 ・ 野 口 康雄が行 っ た。

1 号木製短甲の実測は 田 中 ・ 高谷が、 2 号木製短甲の実測を帆足俊文が行 っ た。

遺構、 遺物の製図 は戸由紀美子 ・ 赤坂 希が行 っ た。 ま た遺物の写真撮影は徳永琢磨 ・ 高谷が行 っ た。

本書の執筆者は本文 目 次の 各項 目 ご と に執筆者名 を記 した。 編集は玉名市教育委員会社会教育課の 資料

提供 を得て、 熊本県教育庁文化課で行い高谷和生が担当 した。

凡 例
調査 I ，，-， m 区 に わ た る 詳細な遺構配置図が未完成で あ る ため、 遺構配置図 は省いた。

各井戸の実測図 は20分の 1 で実測 し、 木器、 土器 と 遺物類を分けて掲載 した。

井戸内 の共伴 し た 遺物 につい て は、 掲載縮尺を 3 分の 2 と した。

出土遺物 は 出 土順 に号数を 先 に示 し、 想定部位に添っ て部材名称を附記 した。 その縮尺で は 1 号木製短

甲肩部材 ・ 後嗣部は 2 分の l 、 棒状留具は 3 分の 2 と し、 2 号木製短 甲 は 2 分の 1 と した。
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1 遺跡の位置と環境
玉名平野は熊本県北部に位置 し、 菊池川下涜域に

広が っ た面積49knf を有す る 沖積平野で あ る 。 こ の

平野で は玉名市の市街地を頂点 と して典型的な三角

州 を形成 し、 前縁は干拓地が有明海に 向か っ て広が

る 。 一方平野の東部は金峰山系 山麓に 限 ら れ、 北側

は花商岩山塊か ら な る 小岱 山 に続 く 洪積台地 と 接 し

て い る 。

市街地は北側の花商岩風化土壌で形成 さ れた丘陵

地帯、 沖積面 よ り の比高5m程度の低位洪積段丘、 弥

生海退 に よ る 海岸線の後退及び河川の働 き に よ っ て

形成 さ れた 、 広大で肥沃な 臨海沖積平野 と に大 き く

分け ら れ る 。

熊本県玉名市は県北部の 人 口 5 万人弱の菊池川下

疏域 を 中 心 と し た 都市 で 、 面積は9 ， 129 ， OOOnf を有

す る 。 小岱山南麓の 玉名平野を取 り 込み、 一部は有

明海まで達 し て い る 。

玉名市街 中央 を 貫流 し て 有明海に注 ぐ菊池川 は、

幹線の 流路延長61 . 2km、 阿蘇外輪山北西部を源を発

し、 菊池渓谷 を は じ め 山間地を流下、 中流の菊鹿盆

1 遺跡の位置と環境

地をへて下流の玉名平野に至 り 、 有明海に注 ぐ。

下流域で は和仁、 内 田 、 江 田 、 木葉、 繁根木な ど

の諸支流が合わ さ り 、 特 に 玉 名 平野中央部の本遺跡

近辺の東方で大 き く 蛇行 し、 屈 曲 し て い る 。

ま た26 ， 300ha と い う 日 本一広大な干潟を持つ有明

海は、 全国の海岸 に 分布す る 干潟の約42% に も お よ

び、 それは東京湾 よ り 大 き く 伊勢湾や陸奥湾に 匹敵

す る 大 き さ の 内海で あ る 。 特に潮の干満の差が 日 本

一大き く 、 大 潮 時 に は近隣港セ最大6"-'7m に も 達す

る 。 満 ち た 潮 は菊池川 に 隣接す る 本遺跡の横を上が

り 、 約12km上流に ま で達す る 。

柳町遺跡は熊本県玉名市大字河崎か ら 大字両迫間

字柳町 に か け て所在す る 。 確認調査に よ る 遺跡の範

囲は東西方 向が約1 ， 500m、 南北方向 は未試掘の た め

不確定で あ る が約400m、 全体で は約600 ， OOOnfの 範

囲 に広が る 、 菊池川右岸の後背低湿地に位置する 遺

跡で あ る 。

遺跡の 北側丘陵部 に は 中期か ら 後期 に か け ての装

飾古墳 ・ 横穴が多 く 分布 し て お り 、 一部に は前期古

墳お よ び石棺の 出 土 も み て い る 。 本遺跡 と 時期的に

関係す る 主要 な 遺跡 と し て はL 長大な木棺墓を複数

基有す る 東南大 門遺跡か ら は6km、 鉄製横矧板鋲留

短 甲 等 が 出 土 し た繁根木古墳か ら は1 . 5畑、

菊池川 の 対岸 に 位置 し柄鏡式前方後 円 墳で

あ る 山下古墳か ら は4 . 2kmの距離関係で あ る 。

こ れ ま で確認 さ れて い た古墳時代の集落

跡 は標 高5m前後の低位洪積段丘上 に 多 く は

位置 し て い た。 野部 田 式土器の標式遺跡で

あ る 野部 回 遺跡 や 同 時 期 の 集落跡 と 考 え ら

れ る 山下遺跡、 高 岡 原遺跡等 も こ の 立地上

に あ る 。 平野部 か ら の 集落遺跡は 未確認で

あ っ た。

o 20蜘

従 来 玉 名 平野 中 央部か ら 弥生土器、 土 師

器類が 工 事 に 伴 っ た り 、 河川 の 氾濫 に よ り

数多 く 出 土 し て い た が 、 詳細な状況は不明

で あ っ た。 こ れ ま で は川 の 後背湿地 に位置

す る こ と か ら 、 そ の 多 く は洪水等 に よ り 集

落が遺物 も ろ と も 流 さ れ、 川 が運ん だ 堆積

土が積み重な り 、 次 の 時代 に は新た な 集落
ヒ I ゴ

を形成 し た と 考 え られていた。
第 1 図 柳 町遺跡位置図
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第1 表 周 辺主要遺跡一覧 : 古墳時代

番号 遺 跡 名 所 在 地 種 >>IJ 備 考

1 柳 町 遺 跡 河崎 ・ 柳町 集落祉 玉名駅南、 大地南突端、 箱式石棺、 い ま 消 滅

2 だ い の 島 古 墳 玉名( 通祢だ いの島 ) 古墳 2 期並列、 出土物な し

3 田 島 地 下 式 横 穴 玉名 ・ 田 島 地下式横穴 八幡宮裏、 前方後 円の封土、 朝顔形埴輪

4 稲 荷 山 古 墳 繁根木 ・ 馬場 古墳( 方円 ) 方格規矩文鏡を出す

5 伝 左 山 古 墳 H " 古墳( 円 ) 径37mの 円墳

6 馬 場 鉄 兜 出 土 地 中 尾 ・ 馬場 古墳 高台上、 封土を失 う 、 墓地内 に大石材縫積

7 高 岡 古 墳 山 田 ・ 高頭 古墳 菅原神社神体 と す る 、 籍式石棺か

8 岩 崎 古 墳 岩崎 ・ 池 田 古墳 独立小 山南斜面箱式石棺、 調 と す る

9 糠 峯 古 績 山 田 ・ 糠峯 古墳 大 円墳保存良好

10 大 塚 古 墳 立願寺 ・ 大塚 古墳 " 

11 塚 古 墳 " " 古墳 冷水台頂上船形石棺を も っ、 現在な し

12 冷 水 塚 古 墳 宮尾 ・ 冷水 古墳( 円 ) 冷水大地の北17基が不明

13 冷 水 横 'fi、. 群 " " 横穴 封土 中 に船形石棺現在な し 、 鉄器出 土

14 蛇 カ2 谷 古 墳( A ) 立願寺 ・ 蛇が谷 船形石棺

15 " ( B )  " 横穴 13基崖下に北面する

16 富 尾 い た び 横 穴 群 富尾 ・ 居柊 横穴 富尾天満南西16基、 装飾の あ る も の 6 基

17 富 尾 原 横 穴 君事( A ) 宮尾 ・ 原 横穴 10数基

18 " ( B )  " " 横穴 富尾天満宮東裾に10数基、 完形が 多 い

19 富 尾 浦 谷 横 穴 群( B ) 富尾 ・ 浦谷 横穴 富尾天満宮北谷 2 基

20 浦 谷 横 μ/ι、， 群( A ) H ・ 辻 横穴 玉名 山西端部、 だ 円状の封土

21 西 原 古 墳 参 考 地 玉 名 ・ 西原 古墳 ? 横穴 2 室、 三角連続彩色あ り

22 大 坊 古 墳 玉名 ・ 出 口 古墳 妙修寺の墓地内 3 基、 2 基保存

23 岡 箱 式 石 棺 群 玉名 ・ 上原 箱式石棺群 横穴単式、 円文線刻

24 永 安 寺 西 古 績 玉名( 通称永安寺 ) 古墳 横穴複式、 円 、 三角舟、 馬 を描 く

25 永 安 寺 東 古 績 " 古墳 横穴式墳、 船形石棺、 箱式石棺

26 馬 出 古 墳 玉名 ・ 馬 出 古墳( 円 ) 27mの 山上 に あ っ た. 現在地へ復元

27 路 古 墳 玉名 ・ 小路 箱式石棺 玉名大神宮裏 山 に あ り 、 封土、 周溝あ り

28 絵 下 経 塚 古 漬 玉 名 ・ 絵下 古墳 風化、 2 基

29 7G 玉 名 横 'fi、. 群 玉名 ・ 実極回 横穴 前方後 円形 3 義、 並列、 舟形石棺

30 徳 丸 古 墳 群 上小 田 ・ 下徳丸 榎田T 古墳( 方円 ) 古式前方後円墳、 前後各 1 、 船形箱

31 山 下 古 墳 玉名 ・ 山下 古墳( 方 円 ) 梅林小学校裏手谷合い 4 基、 風化する

32 浦 方 染 山 横 穴 群 安楽寺 ・ ( 通称浦方 ) 横穴 稲佐への県道東入 り 、 数基

33 築 回 横 Jι、. 群 " ・ 蓑回 横穴

34 随 月 古 墳 " ・ 随月 古墳 国道208号線沿い、 3 基 と 造 り か け 1 基

35 田 崎 機 'fi、. 群 悶崎・楢山 横穴 高台北端に位置、 径25mの封土遺存

36 上 津 留 古 墳 滞留 ・ 小部回 古篇( 円 ) 「塚 さ ん」 と い う 、 山伏塚か

37 世 閑 部 塚 古 墳 寺 田 ・ 世間部 古墳 部落西南畑 中 、 封土あ り 、 内部不明

38 ナ カ ン ト 塚 古 墳 寺 悶 ・ 吉丸 古墳 舌状台地北端、 封土遺存、 内部不明

39 寺 回 古 墳 群 寺 田 ・ 宇土 古噴 群 中の主墳、 完形遺存、 内部不明

40 城 ケ 辻 古 墳 群 寺 悶 ・ 城 ヶ 辻 古墳( 円 ) 円墳、 保存度 よ い

41 飯 塚 古 墳 向浄留 ・ 飯塚 古墳( 円 ) 大型船形石棺露出、 棺蓋不明

42 松 林 寺 山 古 墳 肉津留 ・ 下 船形石棺 部落南墓地伝箱式石棺 出 土

43 桃 回 古 墳 大倉 ・ 桃悶原 古墳 台地頂上、 円墳、 内部不明、 円墳の周辺箱式

44 高 田 古 墳 大倉 ・ 高 田 古墳 石棺出土

『U



2 調査の経緯

山裾が相迫 っ て形成す る 三角 州は玉杵名湾の あ と

で あ り 、 中 央部 に は市 内第一の食料源で あ る 玉名平 3 遺跡の概要
野が広が り 、 奈良時期の条里遺構が明確に残 さ れ本

遺跡の 上層 を覆 っ て い る 。

当 地で は古 く か ら 菊池川 の 水運の利用が盛んで あ

り 、 本遺跡の2km南 に は、 中世期に海外交易等に利

用 さ れた高瀬河港が菊池川 に 面 し造成 さ れた。 遠 く

は 中 国大陸 と の 直接の交易で栄 え た。 その後の河川

改修に よ り 藩営の城北米の集散場 と な り 、 現在は廃

棄 さ れ こ こ に至 っ てい る 。

2 調査の経緯
建設省九州地方建設局熊本工事事務所では、 玉名

市街地を通行す る 主要幹線で あ る 一般国道 2 0 8 号

線の突通混雑の解消 を 図 り 、 交通ネ ッ ト ワ ー ク の充

実、 地域振興等を 目 的 と し て 、 本地を迂回す る 全長

8 . 5kmに お よ ぶ玉 名 バイ パ ス の 建設構想 を と り ま と

め た。

こ の基本計画で は建設予定地 内 に 、 周知及び新発

見の埋蔵文化財等が13箇所、 踏査の結果確認 さ れた。

こ の こ と か ら 県文化課で は昭和52年か ら 最終路線決

定 の た め の 確認調査を 2 箇所 ( 城が辻古墳群、 大塚

古墳) 実施 した。

さ ら に平成 3 年度か ら は記録保存の た め 、 建設予

定地内 に位置す る 大塚遺跡の発掘調査に着手 した。

ま た平成 3 ・ 4 年度か ら は玉名平野中心部に位置

す る 条理遺構の確認調査を進めた。 その結果事前の

遺跡分布状況の情報等で把握で き た よ う に、 玉名市

河崎柳町地区 に弥生時代か ら 古墳時代、 奈良末~平

安時代 に ま たが る 大規模な遺跡の所在が確認 さ れた。

平成 6 年度か ら 始 ま っ た熊本県教育庁文化課に よ

る 柳町遺跡の発掘調査は I 区3 ， 059rrl を第 1 次調査

と し、 平成 7 年度は約5 ， 562rrlの調査 11 . m 区 を県

文化課 と 玉名市教育委員会社会教育課 と の合同調査

を実施 し、 第 2 次調査 と した。

バイ パ ス 建設路線内での柳町遺跡発掘調査予定面

遺跡は標高約 4 "' 5 mの 玉 名 平野 中 央部 に 位置 し

てお り 、 景観上は水 田 の ま っ ただ 中で あ る 。 現標高

で は調査区の東西は平準で あ り 、 北か ら 南 に 向 か つ

ては緩やか に下降 し て い る 。 古墳時代の遺構分布は、

調査区 I 区の西部 と 調査E 区の東部に集 中 し て い る 。

調査区内 の 各時代に検出 さ れた、 主要な遺構及び

遺物は次の と お り で あ る 。

( 1  ) 第 1 次調査 ( 調査 I 区 : 3 ， 059rrl ) 

@弥生時代

杭列 3 本、 弥生土器

。古墳時代前期 ( 4 世紀 中 頃 )

0遺構 : 竪穴式住居跡 5 軒、 掘立柱建物 2 軒、

井戸 5 基、 土壊、 溝、 柱穴 他

0遺物 : 土製模造鏡、 石錘、 軽石製浮き 等

土師器

1 号木製短 甲 、 素 弓 、 鼠返 し、 横槌、 鋤、

鍬、 杓子、 匙形木製品、 擢状木製品、

曲柄又鍬、 、 組合鍬、 平鍬、 大小の木杭、

柱材や建築部材 等

※ サ ン プル資料を合めて1 ， 110点

第 1 次調査で 出 土 し た主要な木製品の樹種は、 次

の と お り で あ る 。

素 弓 はスダ γ イ、 杓子はヒイラギ 、 アカカ' シ亜属、 抑ギ 節、

柱材や建築材で はコナラ節、 クスノキ、 州 、 モチノキ属、 711j]' シ

亜属、 Ä�・ γ イ、 横づ ち はヤ7' 71" キ、 鼠返 し はイス/寺、

鋤、 鍬は71111' シ亜属、 スダ γ イ、 匙形木製品は河が シ亜

属、 擢状木製品 は材、 77・ ラシー イ、 大小の木杭で は、 シ

ログ モ、 71111' シ亜属、 tサカサ属、 ヒイラギ 、 知77、 ヤナギ 属、

バ ラ属、 シTシTンポ 、 ク リ等で あ る 。

なお 1 号木製短甲 の 樹種は、 後述する よ う にモ ク

セイ 科 ト ネ リ コ 属 シオ ジ で あ る が、 5 号井戸か ら 出

土 した大型杭は同属の シ ロ ダ モで あ る と 確認 さ れて

い る 。

積は28 ， 825rrlで 、 調査完了予定は平成 1 1 年度で あ (2) 第 2 次調査 ( 調査 11 . m 区 : 5 ， 562rrl ) 

る 。 @古墳時代前期 ( 4 世紀 中 頃 )
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0遺構 : 竪穴式住居跡 1 軒、 井戸 2 基、 土墳

2 9 基、 陸橋 1 基、 杭列 8 本、 溝 1 7 

本、 柱穴 他

O遺物 : 内 行花文鏡 ( 破鏡で鉦部分 ) 1 面、

ミ ニチ ュ ア 土器 3 8 個、 土製模造鏡 1 4 面、

弥生土器、 土師器 等

2 号木製短 甲 、 脚付盤、 竪杵、 二又鍬、 横槌、

屋根槌、 鋤柄、 鍬、 鋤、 手斧、 編錘、 さ す、

担、 長柄四本又鋤、 に な い棒、 梯子、 長 弓、

鳥形木製品、 田 下駄、 大足、 鰻、 田舟、 盤、

3 遺跡の概要

槽、 住居跡扉材 等

※ 形状用途が判 明 す る 木製品約300点

。 奈良時代 ( 8 世紀 中 頃 )

0遺構 : 土塁遺構 1 基、 杭列多数、 柱穴 他

0遺物 : 銅鐸帯 ( 丸輔 ) 、 耳環、 刀子、 有茎鎖、

墨書土器、 転用硯、 須恵器、 木 札 ( 木簡

片 ) 5 点、 櫛 3 点、 箸 ・ 箸状木製品 4 点、

挽物大型盤 6 点、 挽物盤、 机、 馬鍬 他

第 2 次調査で 出土 し た木製品 についての樹種は、

今後調査予定で あ る 。

⑨ 
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2 号井戸 内層序

1 層 暗青灰色強粘質土

(最下部 は一部砂層混入)

2 層 青灰色土 に植物質混入

3 層 明青灰色強粘質土

4 層 青灰色粘質土混合土

5 層 暗青灰色粘質土

6 層 黄灰色粘質土

。 1 m  

第 3 図 2 号井戸内 土器類 出 土状況実測 図
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4 木製短甲

4 木製短 甲

( 1 ) 出土状況

① 2 号弁戸
1 号木製短 甲 が 出 土 し た 2 号井戸は調査 I 区西側

の排水用側溝 に 、 遺構の上部端を一部分カ ッ ト さ れ

る 状態で確認 さ れた。

2 号井戸の確認時の平面形状は、 南北方向がやや

長い楕円形で南北1 . 21rn、 東西1 . 02rn、 遺構確認、面か

ら の 深 さ は129 . 3cm を 測 る 。 断面形態は最下面が平

坦で、 ほ ぼ U 字形 を 有 し た 素堀で、 砂層 まで達 して

い る 。

井戸の上 層 ( 6 層 . 5 層上位面 ま で ) か ら は土師

器の輩、 壷片等が出土 す る が、 大型の破片で はな く 、

ー

A 

LH =3，500m A 

A ' 

A ' 

O 

第 4 図 2 号井戸内最下層 出 土土器実測図

E 
買 ∞1
M 
11 工--1 

O 1 m  

第 5 図 2 号井戸内木製品 出 土状況実測 図 ( 上層 )
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いずれ も 小破片で あ る 。 上層か ら の木製品の出土は

な い。

中 層 ( 5 層下面'"" 3 層 ) か ら は、 1 号木製短甲の

部材 3 点の他、 ほぞ ・ ほ ぞ 穴 を 有す る 建築材 2、 転

用材2、 大型杭1、 杭13、 木片等9が出 土す る 。

下 層 か ら は木片3点お よ び第 4 図 の 小型丸底査 1

点が最下砂層 よ り 12cm上面 よ り 出 土 し て い る 。

こ の 小型丸底査は、 口 縁部径7 . 8cm、 全長9 . 4cm、

胴部最大径9 . 5cmを計 る 。 口 径 は胴部径 よ り 小 さ く 、

胴部最大径 は ほ ぼ 中 位 に 位置す る 。 頚部か ら 口縁音11

に か け て は 屈 曲 が強 く 、 外湾 し 立 ち 上 が る 。 JJ同部厚

は最大7mm と 器壁が厚いの が特徴で あ る 。 外面上位

は刷毛 目 調整で下位はへ ら で の調整、 内面はなで調

整を行 う 。 4 世紀 中 頃 の 資料 と 考 え る 。

4 木製短甲

② 6 号井戸
2 号木製短 甲 は調 査 E 区 の 東 側微 高地上の 6 号井

戸 内 よ り 出土 し た。

井戸上部に は 2 基の 土壌が重複 し て お り 、 6 号井

戸の上面 は 削 平 を 受 け て い る が、 中 位か ら 下側は良

好な状態で残存 し て い る 。 確認 さ れた平面形 は ほぼ

円形で長職il78cm、 短軸72cm、 深 さ は54cm を測 る 。 形

状は素堀で あ り 、 形態は長軸 方 向 に弱 い ス テ ッ プ を

一段有 し 、 中 央部が さ ら に下が る 。

こ の 遺構で は最下面が砂層 ま で 達 し て い る こ と や

類似す る 周 辺の 遺構状況等か ら 、 調査 I 区 内 か ら確

認 さ れた井戸 と は形態 はやや異な る が、 井戸遺構 と

認定 した。

2 号短甲 は こ の最深部の肩 に一部かか る よ う に し

て、 裏面を上に し て単独で 出 土 し た 。
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第 6 図 2 号井戸 内木製品出土状況実測図 ( 中 下層 )
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4 木製短 甲

井戸内 か ら は 2 号木製短 甲 以外の主要な 出土遺物

はな く 、 土師器の小片のみで あ る 。 こ の た め時期判

定 を行 う た めの積極的材料は認め ら れな いが、 井戸

上層の遺構 の 重複状況 と その 資料年代、 他時期の遺

構が こ の箇所に認め ら れ な い こ と 等か ら 、 井戸を古

墳時代前期 ( 4 世紀 中 頃 ) の も の と 判断 した。

こ の こ と か ら 2 号木製短 甲 は、 調査 I 区 2 号井戸

内か ら 出土 し た 1 号木製短 甲 と ほぼ同時期 と 考 え ら

れ る 。

な お こ の 6 号井戸は、 昨年度 1 号木製短甲が出土

した 2 号井戸か ら は、 直線距離 に して約130皿程離れ

て い る 。

( 2  ) 木製短甲
① 1 号木製短甲

肩部部材

後胴 の 肩部 の 部材 は 全幅48 . 7cm、 残存す る 高 さ

9 . 8cm、 厚 さ は0 . 5か ら 1 . 4cmを測 り 、 襟首部は最 も

厚 く 、 襟首は半 円 筒形で最大17皿立ち上が る 。 こ の

部材は後述の 「後胴の上半か ら 中央部の部材J と の

直接の接点は な い。

肩部部材の形状は あ た か も 「ハ ンガー」 様であ る 。

第 8 図 実測 図 の 右側部は左側 に 相対 し て長 く 、 右側

部が精巧大胆に造作 さ れて い る の に対 して、 左側部

は規格内 に押 し込め、 寸が詰ま っ た印象を受 け る 。

こ の左右部の全長の違いは、 製作途中 の 左側端の欠

損に よ る 造作に よ る も の か、 も し く は背部への武具

類の装着等で、 右側 に意図 的に機能性を持たせた結

果 と も 考 え ら れ る 。

表面は平滑で工具痕な ど はな く 、 丁寧な仕上げで、

特に襟首か ら 肩 口 へは首の 曲線に合わせ調整を施 し

て い る 。 襟首右側の 一部及び全体部の下側は欠損 し

てお り 、 部材全体に一部腐食の痕跡が残る 。

表側 ( 背 中外側 ) に は肩 口 か ら 内傾 して一段彫 り

下げ ら れ ( 6mm ) て お り 、 境界 に は 一条の条線を彫

り 込む。 ま た左右対象に小孔列が肩 口線にそ っ て 1

列 と 、 その彫 り 下げ線に そ っ て 1 列が裏面 ま で 貫通

し て い る 。 小孔は径が3"'5皿の規格で、 その間隔は

0 . 9'" 1 .  4cm と ほぼ間隔を揃え て い る 。

さ ら に は裏面に は表面小孔列 と 合致 しての 曲線小

溝 ( 幅6"'12mm、 彫 り 深 さ 2mm ) が 2 条 と 直線小溝 2

条が彫 られてい る 。

なお こ の小孔列及び小溝は復原位置か ら して後述

L=4， 1 00m 
A ' 
0-ーーー
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第 7 図 6 号井 戸 内 2 号木製短 申 出 土状況実測 図
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の 「後胴 中央部部材」 に 配 さ れ て い る 同様の小孔列

及び小溝の 1 ・ 2 ・ 8 ・ 9 列 目 の流れに合致する と

判断 した。

こ の部位の右肩端部 に は革材が表面焼け焦げた状

態で 、 そ の厚が2mm、 20mm四方の 範 囲で残存 してい

る 。 こ の こ と か ら肩 口 か ら 内傾 し一段彫 り 下げ ら れ

た部位全体に は、 革材 を貼 り 付けていた と 考 え られ

る。

他 に特徴的 な 穿孔 と し て は、 径9mmの穿孔が彫 り

下げ部の下側、 右側部のみ 1 個見 られ る 。 対の穿孔

で はな く 、 その用途は判明 し な い。

材の所々 に は斑点状の黒漆が断片的に残存 してい

る 。 赤色顔料の 塗布痕跡は 肉眼で は観察で き な い。

ま た右襟頭部に狭い範 囲で は る が、 材の焼け焦げた

痕跡が見 ら れ る

材の樹種は後胴 中央部材 と 同様で あ る と 、 肉眼で

は判断 さ れる 。

後胴中央部材

後胴の 上半か ら 中央部の部材は上 ・ 下部が欠損 し

て い る が、 残存幅38 . 2cm、 残存高 さ 16 . 6cm、 厚 さ 0 . 6

か ら 1 . 5cmを測る 。

出土時は こ の部材の上下 2 枚の用材が、 一部分つ

な が っ た状態で確認 さ れた。 さ ら に土圧の為か用材

片側がずれて、 離れた状態で確認 さ れ、 ずれた一方

に は後述の棒状留具が、 後 ろ胴上半部材に密着 して

出土 した。 繍 じの紐は確認で き なか っ た。

こ の 出 土状況か ら 後胴部材は 2 枚の材を、 中央で

接合 して組み合わせてい た と 判断 さ れる 。

こ の部材は上下側が欠損 し て い る 。 左右側の縁辺

は面取 り を行い、 丁寧に仕上げて い る 。

下側用材の断面斜の片面 に は 、 漆質特有の ちぢれ

形状が特徴的に 見 ら れ る こ と か ら 、 漆を接着剤 と し

て利用 した と 考 え ら れ る 。 しか し接合 していた と 考

え ら れ る 反対面に は 、 漆が全 く 残存 していない事か

ら 、 補修時片面の み に 漆塗布を行 っ た と も 考 え られ

る が、 詳細は不明で あ る 。

台形状の部材の 上下方向 に 添 っ て、 表面 9 列の小

孔が配列 さ れて い る 。 穿たれた孔は径が3'"'-'7醐の規

格で、 その 間隔は0 . 8'"'-'1 . 8c皿 と 多少間隔が揃わない

4 木製短 甲

箇所 も あ る 。 肩部部材の小 孔 よ り は緩やかに 配列 さ

れてい る 印象 を 受 け る 。

小孔列 は 向 か っ て 右側の 3 か ら 7 列 固 まで は直線

的に、 1 . 2 ・ 8 ・ 9 列 は左右側の造作線に合わせ

て規則的に配 さ れて い る 。

裏面に は そ の 孔 列 に 添 っ て、 幅4'"'-'8mm、 最大彫 り

深 さ 2皿の V 字形の小溝を上下方 向 に彫 っ て い る 。

部材図 中 の 右か ら 2 か ら 3 列 目 及び 7 か ら 8 列 目

にかけては、 中央部 に 上下で計 4 個を基本 と した棒

状留具固定の た めの小穿孔が認め ら れ る 。 特に右側

に は表面に は棒材の擦れ痕跡が明瞭に確認 さ れ、 裏

面に は上下 2 条で 、 左右 1 対に して、 組紐を確実に

固定する た め の も の か、 小溝を彫 り こ んで い る 。

小孔列の 1 か ら 2 列 目 、 8 か ら 9 列 目 の 聞 に は、

径7'"'-'llmm と やや大型 の 穿孔 を 4 個施す。 こ こ で は

左右で対象位置 と な る こ と か ら 、 何 ら かの部品の取

り 付け用、 も し く は上下部材の 固定用の穿孔 と も 考

え ら れ る 。

こ の よ う に基本 と な り 用 途が推測で き る 9 つの穿

孔列、 棒状留具利 用 の 為の穿孔、 中型穿孔の他に、

使途や利用状況が解 ら な い穿 孔 も 接合部付近 に 多 く

見 られ る 。

ま た穿孔 し た 穴 を 、 木質材で埋め込ん だ 「 目 釘」

跡 も 不間隔で材の 中 央 に 6 個見 ら れ る 。 その 内 2 個

( 左端、 中央上 ) に つ い て は、 目 釘結合 と し て利用

してお り 、 斜断面箇所で用材 2 枚を通 し て結合 した

と 判断 さ れる 。

しか し他の 4 個 に つ い て は 、 欠損 した り 、 抜 け た

り と い う 痕跡 は な い。 一般的な 目 釘結合法 と して、

具体的には新たな上下材の結合 に 関わ る も の 、 も し

く はー側か ら のみ の 固 定 に 用 い た の か、 さ ら に は漆

塗 り 前に、 穿孔の失敗 を 目 釘で埋めた も のか現況で

は判明 しな い。

さ ら に上下材の斜断面接合部に は 、 1 枚のみの穿

孔で、 2 枚通 しで は穿 孔 さ れ て い な い も のが 4 個確

認 さ れる 。

な お表面 に は赤色顔料の塗布痕跡が肉眼で 、 側面

の小 口部等に部分的に観察で き る 。 全体塗布か部分

塗布で あ る か、 範囲の特定はで き な い。

後胴 中央部材の樹種は同定の結果、 モ ク セ イ 科 ト
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4 木製短 甲

ネ リ コ 属 の シ オ ジ ( Fraxinus commemoralis 

Koizumi ) と 特定 さ れた。

棒状留具

出 土 し た棒状留具は、 出土の状況等か ら して木製

短 甲 の 背 中 中 央用材の 向 か っ て左側位置に取 り 付け

ら れ て い た 1 点で あ る 。 後胴 中央部材表面の取 り 付

け位置には、 材の擦れ痕跡が認め ら れ る 。

棒状留具は長 さ 7 . 8cm、 幅1 . 1 cm、 最大厚O . 9cmを

測 り 、 断面は半円状で あ る 。

留具は丁寧 に全周面取 り を行い、 か ま ぼ こ 形に仕

上げ、 両端か ら 内側llmm入 っ た位置に は紐綴用 と 思

われる 刻みを丁寧に作 り 付け て い る 。

背 中 中央用材裏側の取 り 付け位置の小溝は、 こ の

棒状留具の刻み部 と ぴ っ た り と 一致する 。 小溝の 間

隔 は4 . 2cmで あ る 。 た だ し右側は小溝の 間隔が5 . 2cm

と 長い た め 、 こ れ よ り 大型の 留具を利用 していた可

能性が高い。

な お表面に は漆お よ び赤色顔料等の塗布痕跡は肉

眼で は観察で き な い。

材の樹種 は 肉 眼で は肩部材や後胴 中央部材 と 異な

る 思われる が、 樹種同定は未実施で あ る 。

② 2 号木製短甲

出 土 し た短 甲 は残存高38 . 2cm、 残存幅13 . 8cm、 最

大厚は2 . 0cm を測 る 。 古墳時代木製短 甲 の 出 土例で

は大型の類に入 る 。 部材は脇部か ら 中央部側にかけ

ての残存で、 前胴側で あれば引 合板 ま で に は至 っ て

い な い。

柳町遺跡 2 号木製短 甲 は、 前胴 ・ 後胴の部位の特

定はで き な いが、 胸板 と 地板の重な り の部を模倣 し

た よ う な線刻が象徴的 に 見 ら れ る こ と か ら 、 前胴左

側部分の可能性が高い。

脇部は緩やかな 曲線を描いて造作 さ れ、 その端部

は他部材 と の引 き 合わせの為 に 先端 を鋭利 と し、 合

わせを容易 に し て い る 。 開閉装置で あ る 蝶番金具の

表現は無い。

横断面形で は ‘ く ' の 字形 と し、 身体の 曲面に合

わせ屈 曲 さ せて材を加工 した。 そ して正面側は平坦

と し、 材の厚 さ を最大2伽mに保たせた。

10 

縦断面形で は胸部位置 をやや膨 ら ませ る 一方で、

腰部を く びれ さ せて 、 短 甲 が よ り 身体に密着 さ せ る

工夫を施 し て い る 。 ま た身体の屈時に短 甲が腰か ら

膝部に か け て の 圧迫を避け る た め に、 裾部を大き く

返 して造作 して い る 。

こ の裾板部の造作は特に 丁寧で、 大 き く 返 した端

部は平坦に調整 し て お り 、 覆輪部造作を表現 し た も

の と も 思われ る 。

部材 中央部 に は胸板 ( 押付板 ) と 地板の重な り の

部を模倣 した よ う な線刻が 1 条、 地板 と 帯金の重な

り を模倣 し た よ う な条線が 2 条、 幅は1"'2畑、 深 さ

も 1mm と 浅 く 彫 ら れ、 鉄板の厚 さ を表現 し て い る 。

竪上位置の胸板 ( 押付板 ) と 地板の重な り 部を模

倣 した線刻か ら は、 約2mm と 一段掘 り 下げ、 さ ら に

は地板 と 帯金の重な り 部を模倣 した よ う な線刻か ら 、

さ ら に2mm と 長側全面 を掘 り 窪 め て調整 し て い る 。

表面に は 2 個 1 対を基本 と す る 、 規格が径3"'6皿

の小孔が列 を な し て配 さ れて い る 。 1 対の双孔の長

軸の基本は、 施術方向 に添 っ て い る が、 ま れに斜方

向 と な る 例 も 見 ら れ る 。 穿孔は曲線部分で も 材 に ほ

ぼ直角 に穿 っ て い る 。

上位の胸板 ( 押付板 ) 部分で は脇曲線に合わせて

左斜上方向 に 2 列、 中位で は胸板 と 地板の境界域部

に左斜上方 向 に 2 列、 さ ら に下側の帯板部分に は 1

列を左斜下方向 に切 り 替 え て 配す る 。

下位で は横矧方向で最 も く びれた箇所に 1 列、 裾

板部で は裾の押 さ え の 為で あ ろ う か、 径が5"'7mm と

やや中型の穿孔を施 し 1 列 を 配 し て い る 。

側面の脇側部 に は表 も し く は裏胴本体 と の合わせ

の為の穿孔が、 5 個単体で縦方 向 に 配置 さ れる 。

な お竪上に は径7mmの綿噛の受緒 ( 懸緒 ) 孔が 1

個確認 さ れ、 そ こ に は 明瞭な擦れ痕跡が上方向 に残

さ れて い る 。 な お対 と な る 1 個が破損面に見 られる

こ と か ら 、 こ の箇所への負 荷 に よ り 破損 した こ と が

伺 え る 。

長側 中央に は縦方 向 に 、 径5mmの 小孔が 2 個、 間

隔が2 . 3mmで 穿孔 さ れて い る 。 用途的に は腰緒孔 と

も 想定 さ れる が、 断定はで き な い。

その他用途が特定で き な い、 小孔が数箇所に見 ら

れ る 。
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表面の 上位部、 中 位 に は全面に焼け焦 げた痕跡が

あ り 、 特に胸板部下 側 に は 9 crnの 長 さ で帯状に、 裾

板部で も 返 り 部 に 特 に 強 く 焦 げて い る 。 た だ し焦げ

に つ い て は 、 製作時の も の か、 使用後の作用 で あ る

か、 も し く は廃棄時の祭租等に伴 う も のかは判明 し

ない。

な お 同様の 焦げ痕跡は柳町 l 号木製短甲 に も 見 ら

れ る 。

裏 面 に は柳 町 1 号木製短 甲 例 と 同様に、 表面の小

孔 列 に 添 っ て小潜を彫 る 。 明陳な も の は 4 条確認 さ

れ、 帯金、 地板の横方向 を基本 と し て い る 。

た だ し胸板 ( 押付板 ) 部 で は 、 浅い小溝を四方や

、三三宮ーム

4 木製短甲

上方に巡 ら すな ど し て 、 複雑に綴 じ合わせて い た こ

と が伺 え る 。

表に は全面 に漆が塗 ら れ た と 考 え ら れ る が、 残存

状態が悪 く 塗布範囲は不明で あ る 。

な お小満底や全 面 に は 漆塗布痕跡が、 肉眼で判断

で き る 事か ら 、 内 側 の 革 着 の 装着前に塗 り を済 ま せ

ていた と 考 え ら れ る 。

柳町遺跡 2 号木製短 申 の材質はかな り 硬質で、 樹

種鑑定の結果、 ク ス ノ キ科 ( Lauraceae sp. ) 木材 と

同定 さ れた。

. ，-守宮?も
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5 資料分析
柳町遺跡か ら 出 土 し た 1号木製短 甲 の樹種に つ いて

熊本大学教育学部教授 大迫 晴雄

出 土 し た木製短甲 の外観は木製の色彩を止めていたが、 やや劣化 してお り 、 本来の色調

と はい え な い状態で あ っ た。 しか しなが ら 、 表面の年輪界は明瞭に示 さ れて いた。 ただ、

表面はかな り 劣化 して い る た め、 外観か ら組織状態 を観察す る こ と は不可能で あ っ た。 そ

の た め 、 顕微鏡 に よ る 検眼を行 う こ と と したが、 貴重な 資料の た め 、 検眼用 の 資料は短甲

の形態 を 損 な わ な い範囲で採取せ ざ る を得なか っ た。 したが っ て、 検眼用資料は ご く 僅か

と な り 、 完全な検眼を行 う に は不十分で あ っ たが、 得 ら れた結果か ら 可能な鑑定を行 う こ

と と す る 。 以下に、 木 口 面、 ま さ 目 面、 板 目 面の 3 方向の顕微鏡 レベルでの特徴を示す。

木 口 面 ( 写真番号 1 )

資料が微小で あ る こ と と 年輪界部が劣化 していたため、 完全な年輪を有す る 切 片が得

ら れな か っ た。 写真下方 に僅か に径の大き な、 真 円 に近い管 口 を示す道管が並んで い る

の が観察 さ れ る 。 こ の こ と か ら 、 本資料は、 年輪界が径の大 き な道管か ら な る 孔固 に よ

っ て形成 さ れて い る 環孔材 と い え る 。 ま た 、 孔圏外の 孔管径は急激に小 さ く な っ てお り 、

厚い壁面が見 ら れ る 。 ま た、 孔圏外の道管は孤立 も し く は複数個が放射方向 に複合 した

状態で散布 し て い る こ と が観察 さ れる 。 放射組織は単列 も し く 2 、 3 列の も のか ら な る

こ と が示 さ れて い る 。

ま さ 目 面 (写真 2 ， 3 ) 

写真 2 の 右側 に 大 き な道管が見 ら れ、 単せん孔の 断面が見 ら れる 。 写真 2 の大き な道

管の左側 に 小道管が見 られ、 ま た、 子L圏外を示す写真 3 に も 小道管が見 ら れ る が、 いず

れの小道管 に も 単せ ん 孔 の 断面が現れてい る 。 大道管の周 囲 に タ ー ミ ナル柔細胞が見 ら

れ る 。 孔圏外に は柔細胞ス ト ラ ン ドが点在 して い る が、 大部分の細胞は木繊維で あ る こ

と が示 さ れて い る 。 ただ、 木繊維の半径壁に小 さ な有緯壁孔が多数観察 さ れる こ と か ら 、

繊維状仮道管の性質を示 し て い る と い え る 。 放射組織はすべて平状細胞か ら な り 、 向性

放射組織で あ る こ と を示 して い る 。

板 目 面 ( 写真 4 ， 5 ， 6 )

いずれ も 孔圏外の 板 目 切片で あ る 。 写真 4 ， 5 の 中央部に小道管が見 ら れ る が、 単せん

孔のせん 孔縁が よ く 見 ら れて い る 。 ま た、 壁に吏互壁孔が見 ら れ る 。 写真 6 の 中央部に

小道管の外側 に軸方 向 柔細胞の ス ト ラ ン ドが鞘状に並んで い る のが見 ら れ る 。 その他は

大部分が木繊維で あ る こ と が示 さ れて い る 。 放射組織は 1 ....... 3 列で そ の 寸法に著 しい差

は見 ら れず、 板 目 面に均等に分布 している こ と を示 して い る 。

- 18 一



以上の結果 は 、 モ ク セ イ 科の シオ ジ も し く はアオダモの特性 を表 し て い る が、 孔 圏 内の

道管の形状、 孔圏外の道管の壁面の厚 さ な ど か ら 本樹種 は シオ ジ ( Frωmω commemoralis

Koizumi ) と 鑑定 さ れる 。

O . 6mm 

写真 1 木 口 面 写真 2 ま さ 目 面 写 真 3 ま さ 目 面

写 真 4 板 目 面 写真 5 板 目 面 写真 6 板 目 面

- 19 
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柳町遺跡出土の 2 号木製短 甲 の樹種同定

パ リ ノ ・ サーヴ ェ イ 株式会社

は じ め に

熊本県では、 こ れ ま で に高橋南貝塚、 国分僧寺跡な どで出土 した木製品 な ど の樹種同定

が行われ、 その用材選択 に 関す る 資料が得 られてい る ( 大迫、 1978、 1982 ) 。 玉名市で は、

玉名郡街関連の倉院、 庁院、 講堂等において、 出土 した構築材 と 考え ら れ る 炭化材の樹種

同定か ら 用材選択 に 関 す る 検討が行われて い る ( パ リ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 株式会社、 1994a、

1994c ) 。 その結果で は、 構築材 に はマ ツ 属複維管束亜属や コ ナ ラ 属亜属 コ ナ ラ 節等が使用

さ れて い る 。 こ れ ら の木材は、 花粉分析結果な ど か ら 当 時の遺跡周辺で入手可能で あ っ た

と 考 え ら れて い る 。

本報告で は、 柳町遺跡か ら 出土 した 2 号木製短甲の樹種を明 ら か に し、 その用材選択に

関する 資料を得る 。

1 . 試料

試料は、 2 号木製短甲 1 点で あ る 。

2 . 方法

剃 万 の 刃 を用 いて 、 試料の 木 口 ( 横断面 ) ・ 柾 目 ( 放射断面 ) ・ 板 目 ( 接線断面) の 3

断面の徒手切片 を作製す る 。 切片は、 ガ ム ・ ク ロ ラ ール (抱水ク ロ ラ ール ・ ア ラ ビ ア ゴ ム

粉末 ・ グ リ セ リ ン ・ 蒸留水の混合液 ) で封入 し、 プ レ パ ラ ー ト と す る 。 プ レ パ ラ ー ト は、

生物顕微鏡で透過光 に よ る 木材組織の観察を行い、 その特徴か ら種類を同定す る 。

3 . 結果

2 号木製短甲 は ク ス ノ キ科に 同定 さ れた。 解剖学的特徴な ど を以下に記す。

・ ク ス ノ キ科 ( Lauraceae sp. ) 

散孔材で管壁は薄 く 、 横断面で は角 張 っ た楕円形、 単独まれに 2 "" 3 個が放射方 向 に複

合す る 。 導管は単穿孔ま た は階段穿孔 を有 し、 壁孔は交互状に配列する 。 放射組織は異性、

1 "" 3 細胞幅、 1 ""20細胞高。 柔組織は周 囲状お よ び散在状。 柔細胞に は油細胞が認め ら

れ る 。

現在 日 本に生息す る ク ス ノ キ科は、 8 層28種に分類 さ れる 。 こ の う ち、 ク ス ノ キ と タ ブ

ノ キ属 は 、 木材組織が特徴的で あ り 、 今回の試料か ら は除外で き る 。 ま た、 ク ロ モ ジ属 の

う ち 、 カ ナ ク ギ ノ キ を 除 く 8 種は、 低木や外来種の た め に除外で き る 。 分布が限 ら れ る ニ

ッ ケイ 、 シパ ニ ッ ケイ 、 シナ ク ス モ ド キ、 ア カ ハダ ク ス ノ キ、 オガサ ワ ラ シ、 ゲ ッ ケイ ジ

ユ 、 アオモ ジ も 除外で き る 。

残 る 樹種は、 ヤ ブニ ッ ケイ 、 シ ロ ダモ、 イ ヌ ガ シ、 カ ナ ク ギノ キ、 ハマ ピ ワ 、 カ ゴ ノ キ、

パ リ パ リ ノ キで あ り 、 試料 も こ の いずれか と 考 え ら れ る 。 こ れ ら の種類は、 いずれ も 木材

組織が類似 してお り 、 古材で見分け る こ と は困難で あ る 。
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5 資料分析

4 . 考察

木製短 甲 は、 こ れ ま で に も 各地で出 土 し て い る 。 その使用樹種 に つ い て は、 奈良県平城

宮跡下層か ら 出土 し た 4 世紀後半� 5 世紀前半の短甲がヤナギ属 ? に 同 定 さ れて い る ( 奈

良 国 立文化財研究所、 1993 ) 。 ま た 当 社未公表資料で は、 北部九州 と 中 園地方でヤマ グ ワ

を確認 し て い る が、 ク ス ノ キ科は確認 し て い ない。

木製短 甲 に つ い て は、 樹種同 定 を 行 っ た例が少 な い た め に 、 現時点で は用材 選択の傾 向

や地域差 な ど は不 明で あ る 。 今後 さ ら に 類例の蓄積を行い明 ら か に し て い く 必要が あ る 。
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6 ま と め

6 まとめ
①古墳時代前期の柳町遺跡の様子

こ こ で は調査区 ご と の様子を検出 さ れた遺構や出

土 した遺物等か ら 見て 、 全体像を探 っ て い き た い。

調査 I 区で は西南方 向 か ら のび る 平場に、 約20 X

3伽の範囲の 中 に竪穴住居跡 5 軒、 掘立柱建物 2 軒、

井戸 5 基等が、 時期 を経な が ら 営 ま れていた。 各遺

構の並存関係は 出 土資料未整理の た め詳細は不明で

あ る が、 少 な く と も 竪穴住居跡の切 り 合い関係か ら

2 "' 3 期が想定 さ れる 。

各井戸内 に は木製短甲や素弓、 農具、 建築材が投

棄 さ れ、 中 に は多量の草類が確認 さ れた井戸 も あ る 。

ま た井戸の最下層 に は 、 査、 費等が井戸下層に単独

及び複数個が確認 さ れた。 奈良県唐古遺跡等か ら頭

部に縄の断片が巻 き 付 け ら れ た ま ま の 土器が出土 し

て い る 事か ら 、 釣瓶 と しての用途 も 当然考 え られ る 。

しか し 中 に は蜜胴部の 一部を打ち 欠 き 小型査を入れ

た も の も 見 ら れ、 井戸に 関わ る 祭租行為 と して鎮め

た と も 想定 さ れる 。

東側の急激な段落ち に は多 く の土師器や木製品が

廃棄 さ れ、 な か に は漁に用 い る 網の 円筒状土錘が連

続 して確認 さ れた。

調査E 区の東側 に は、 調査 I 区の住居跡が営まれ

た平場 と 対陣す る かの よ う に、 平場が位置 し、 その

縁辺部に井戸及び無数の 土墳が築かれ る 。 その平場

は南東側 に さ ら に延び、 県道を越え調査W区以東ま

で広が り 、 そ こ に は住居跡群の存在が予想 さ れる 。

調査 n m 区 の 中 央部 に は北か ら 幅が3 . 8"'5 . 6mの

規格の流路 3 本が流れ、 それが 1 本に合流 し、 さ ら

に 南 に 向 け て 流れ る 。 流路聞及び周辺に は比高差30

"'50cmの 小微高地が点在す る 。 微高地か ら 流路への

水辺 に か け て は、 ミ ニチ ュ ア土器、 土製模造鏡、 土

製勾玉等が点在 し、 水に 関わ る 祭施行為の痕跡 も 伺

え る 。 な お青銅製破鏡 も 単独で鹿棄 さ れた。

流路最下層 に は土師器 と 供に 、 多量の破損木製農

具や建築部材 に混 じ り 長弓 、 鳥形木製品 も 廃棄 さ れ

て い る 。 な お流路に は通路 と して の 陸橋 と 思われる

施設が調査 E 区西側に 1 基確認 さ れる 。

こ の よ う に古墳時代前期 に は、 多様な木製農具が

確認 さ れ て い る 。 そ こ か ら は起耕具 の鍬 ・ 鋤 ・ 平

鍬 ・ 二又鍬、 整地具の柄振 り 、 収穫脱穀具の 竪杵 ・

横槌 ・ 藁槌 ・ 鉄鎌柄 ・ 手斧柄、 補助具の 田 下駄 ・ 田

船 ・ 編錘、 農耕儀礼用具の烏形木製品、 食器具の脚

付盤 ・ 盤 ・ 曽等で あ る 。

木製品全体の 出 土量の 中 で は起耕具の割合が少な

く 、 水 田 管理的農具が主体の 出 土で あ る こ と か ら 、

水 田 を 中心 と し て の 安定 し た生活域を確保 していた

事が伺い知れる 。

② 1 号木製短甲

柳町短甲の小孔列は、 鉄製皮綴短甲 を模 し た も の

に して は密度が濃 く 、 しか も 縦列 を基準 と し て定間

隔で全体形状にあわせて配列 を行っ てい る 。

胴部の小孔列の穿 ち 方 は濃密で あ り 、 視覚的 に も 特

異で あ る 。

こ の密な配列状況は大阪府瓜生堂遺跡出土置盾、

原の辻遺跡出土赤漆盾等の手法 と 類似する 。 さ ら に

は小孔の 間 隔 は最大で 1 . 8cm と 間隔が狭い た め 、 実

用的に は矢が命 中 し た と き の 木製短甲の割れを防 ぐ

た めの 、 縦列 を基準 と す る 直線化 さ れた紐綴 じの用

途等 と 想定 さ れる 。

ま た あわせて平城京下層木製短甲例に見 ら れ る よ

う に、 裏地の縫い付けの小孔列 と の併用 も 考 え ら れ

る 。

表装的に は大阪府豊 中市狐塚古墳出土の革製漆塗

盾に見 ら れ る よ う に、 文様を構成する 線の 上 に等間

隔に 「刺 し縫い」 で 糸 を通 し表す技法 も 知 ら れてお

り 、 こ の技法 と の 関連 も 考 え ら れ る 。

裏面小溝を多用す る 類例資料 と して は、 滋賀県彦

根市松原内湖 出 土木製短甲例の 内外面に小溝を彫る

例が知 られ、 それは従来か ら 言われ る よ う に皮紐が

短甲 内部に突き 出 る の を 防 ぐた めの小溝 と 考 え ら れ

て い る 。

後胴の 中央部部材は上 ・ 下側が欠損 し て い る が、

出土時は後胴部材 2 枚の 材 を 中央で接合 して組み合

わせた状態で確認 さ れた。 しか も 下側用材の 片面に

は漆質特有の 「 ち ぢ れ形状」 が特徴的に見 ら れ る こ

と か ら 、 漆を用 いて接着 していた と 考 え る 。
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柳町遺跡木製短甲 (図 ス ク リ ー ン ト ー ン部が出土部材)

左 2 号木製短 甲 右 1 号木製短甲

柳町遺跡 2 号木製短甲
着用想像図 (正面か ら )

黒漆

柳町遺跡 1 号木製短 甲
着用想像図 (後面か ら )

第 1 1 図 柳 町遺 跡 出 土 木製短 甲 着用想像図

こ の よ う に 背 中 中 央部 に か け ての組み合せ式の木

製短 甲 の 出 土類例がな い事か ら 、 当初か ら の意図 し

ての組合せ資料 と な る のか不明で あ る 。

し か し な が ら 、 技法的に は 次 の こ と か ら 本短 甲 は

6 ま と め

補修を 行 つ て の作成で あ る と 判断 した。

ま ず第 1 点 と し て 、 上下用材の接合面が

年輪に添 っ て 、 やや右斜の用材で あ る こ と 。

第 2 点 と し て 、 上下材の斜断面接合部 に は

1 枚の み の 貫通で 、 2 枚通 しで 穿 孔 さ れて

い な い穴が 4 個 あ る こ と 。 第 3 点 と し て 、

一度穿孔 し た 穴 を材で埋め込ん だ 目 釘跡 が

不規則 に 見 ら れ、 そ の 中 に は斜断面接合部

に片方のみに 目 釘が隠 さ れて い る も の も あ

る こ と 。 第 4 点 と し て 、 用材の 中 央接合部

に付近に集 中 し て 、 使途や利用状況が解 ら

な い穿孔が 多 く 見 ら れ る こ と 。 以上の 4 点

に よ る 。

こ の こ と は製作途上の初期の 穿孔時の段

階で、 材の破損等 に よ る 再作成工程が組 ま

れ、 漆に よ る 接着 と 一部 の 目 釘 に よ る 結合、

さ ら に は棒状留具 を利 用 し て の 用 材 の 強 固

な組み合せ を行 う に至 っ た と 考 え る 。

ま た 製作技法 に つ い て は 、 第12 図 に示す

よ う に 、 こ れ ま で 大 木 を50'"""'60cmの 長 さ に

輪切 り し て 、 後胴一枚 と 前胴左右二枚に 3

分割す る 。 そ し て 人体上半 身 の 形 に 合わせ

て 内面 を 削 り 、 彫刻を施 し た り 漆 を塗布 し

た り する 、 技法が知 ら れて い る 。

柳町 1 号木製短 甲 の 技法は大木 を 輪切 り

と す る が、 部材 の 選定 で は 径最大部付近で

2 枚の 用 材 を 「横方 向 で 木取 り J を 行 う と

こ ろ に特徴を有す る 。 い わ ゆ る 従来 の 「縦

木取 り 」 の成形 と は異 な る 木取 り 技法で は

な か ろ う か。

こ こ で襟部の 造作につい て類例 を見てみ

た い。 日 本出 土 の 鉄製襟付短 甲 の 例 と し て、

2 例 と り あ げ る 。

大阪府黒姫山古墳 出 土 の 5 号短甲 は三角

板鋲留式で24領出 土 し た 短 甲 の 1 領で あ る 。

前胴 は竪上 3 段、 長側 4 段、 高 さ 35cmの普通の形式

で あ る が、 後胴は竪上 5 段、 長側 4 段の 式 に な り 高

さ も 48cm を 測 る 。 さ ら に押付板左右の幅は51 . 3cmを

測 り 、 後 胴 上 部 に は 頚 部 を お お う 突 出 し た 半 円
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の 襟 を つ け た 特殊な形式の襟付短 甲 が あ る 。 時代は 木製甲 の存在が証明 さ れる と と も に、 従来出土の木

5 世紀後葉で あ る 。 製短甲 と の系譜の違いを示す な ど 、 そ の 出 土の 意義

大阪府豊 中 市大塚古墳ーか ら は 2 領の三角 板革綴式 は 大 き い。 ま た 「 こ の 形 状 の 祖 形 が ど こ に あ る の

襟付短甲 が 出 土 し て い る 。 こ の う ち 2 号短 甲 は前胴 かJ I製作技法 の 違 い は何 を し めす の か J 等 、 そ の

復原高33 . 6cm、 後胴高47 . 3cm、 押付板左右幅は51 . Ocm 指 し示す課題 も 大 き い。

を 測 る 。 後胴竪上 7 段、 長側 4 段の胴一連の形式で

あ る が、 頭部をおお う 襟か ら 、 左右にのび脇に至る

大形の押付板の存在は、 襟 と 後胴地板 と 連接する U

字形の帯金の配置 と と も に本形式に見 ら れ る 特徴で

あ る 。

さ ら に韓半島 出 土 の 資料 と し て は 、 慶州九政洞古

墳の 竪矧板革綴式襟付短 甲 な ら び福泉洞10号墳の竪

矧板鋲留式襟付短 甲 の例が知 ら れ る 。 こ れ ら はいず

れ も 幅広の 竪矧板を 用 い 、 福泉洞10号墳例で は頂部

半 円 形 に 打 ち 出 さ れ た 襟 を 、 鉄板を組み合わせて鋲

留 し て接合す る 。 こ れは 5 世紀 中葉の資料で あ る 。

慶 州 九 政 洞 古 墳例 で は 、 「 襟 甲 も し く は 固 定 式 頚

甲 J と い っ て よ い ほ ど の 大形 で 上方が ラ ッ パ状に開

く 襟を持 っ て い る 。 こ れ は 4 世紀代の 資料で あ る 。

こ の よ う に 日 本 出 土 の 鉄製襟付鋲留短甲の襟部は

半 円 筒形を基本 と し て お り 、 一方の韓半島資料 と は

形態や製作技法等が大 き く 異な る 。

③ 2 号木製短甲
柳町遺跡 出 土 2 号木製短 甲 の 全体 フ オ ルムや裾部

の返 り は、 坪井遺跡出 土木製短甲例等に類似す る 。

古墳時代出土の在来型資料で 、 胴部表面に線刻 し

装飾を施す例 は 、 全 国 で は 2 例 目 で あ る 。 橿原市坪

井遺跡木製短 甲 例 は 「 刃 物で 文様帯 を 7 段に線引 き

した後、 帯状、 三角 形、 長方形、 五角 形の文様を彫

り J I製作工程後 に 黒漆 を塗 り 、 文様帯に 赤色顔料

を塗 っ て い る 」 手法が知 ら れて い る 。

観察 さ れ る 小 孔 列 は、 1 号木製短甲 に比べれば密

度は簿 く 、 し か も そ の 基本 は 2 個一対の双孔で あ る 。

木製短 甲 で は単体で の穿孔例は多 く 見 ら れ る が、 こ

の よ う に全面に一対の 双孔例では、 板付遺跡木製短

甲例があ げ ら れ る 。

こ の 2 個一対の双孔 は表装的に は鉄製革綴短甲 の

革綴部 を模 し た も の と 考 え ら れ る 。 ま た実用面では

木製短甲 製作手順
今 回 出 土 し た 1 号木製短 甲 は、 0柳町遺跡 2 号木製短甲 0柳町遺跡 1 号木製短 甲

襟 首 の 造作 を 意 図 的 に 行 っ た 、 全 (樹種 ウ ス ノ キ科) (樹種 モ ヴ セ イ 科 シ オ ジ )
0縦木取 り 技法

国 初 の 後 胴 頭肩 部 が 一 体 と な っ た

同 閉「襟付木製短甲 」 で あ る 。

あ え て 類例 を さ がせば先述 し た 、
①大木 を 50-60cmの長 さ に輪切 り に す る。 ①大木 を 50-60師の長 さ に輪切 り に す る 。

大 阪府 大 塚古墳の 「 襟 と 後 胴 地 板

♀ U と 連接す る U 字形 帯 金 」 の 曲 線 部

が 、 肩 部 の 「肩 口 か ら 内 傾 し て 一
② 3 分割する。 ②材を横方向 と し 、 材長に合わせ分割する。

段彫 り 下 げ」 状況にやや近似す る 。 後胴 1 枚、 前胴 2 枚 を縦木取 り す る 。

こ れ ら の こ と か ら 柳 町 1 号木製

rn 閉短 甲 は 、 襟 付 短 甲 の 祖型 と 捉 え る

こ と が で き る 資料 で あ る か 、 今 後 ③人体上半身 の形に合わせて. 内部 を 削 り ③人体上半身の形に合わせて仕よげた後に、 漆や顔料 を

仕上げた後に、 漆や顔料 を 塗 る 。 塗 る 。 部材を組み合わ せ る .

も 十分 な 検討 協 議 が 必要 で あ る 。

韓こ の よ う に 柳 町 遺 跡 1 号木製短

甲 の 類似 資 料 が 全 く 見 ら れ な い こ

と か ら 、 古墳前期 に お け る 多 様 な
第 1 2図 柳 町遺跡出 土木製短甲 製作手順図
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矢が命中 した と き の割れを 防 ぐた めの紐綴や一部は

裏に着用する 草着への装着の 用 途 と も 考 え ら れ る 。

2 号木製短 甲 で は柳町 1 号木製短甲例や松原内湖

木製短 甲例 と 同様 に 、 裏面に小溝が彫 られてい る 。

た だ し小溝は正面側 に 殆 ど 限 ら れてお り 、 ま た脇部

に は特に丁寧 に 四方に廻す と こ ろ に特徴を有 してい

る。

鉄製短 甲 の 革綴の場合 に は、 1 対の双孔に通 した

紐を、 次の 1 対の双孔 ま で 、 裏面で はつなが っ た ま

ま 使用す る も の が多 い。

こ の こ と か ら こ の小溝は、 革綴の際の革端を処理

す る た め だ け で は な く 、 革綴でつながる 直線部を効

果的に彫 り 込み、 一方で はその様子を表現 した も の

と 判断 さ れ る 。

脇側部の 5 個単体の小孔列 は、 表 も し く は裏胴本

体 と の 合わせの為の穿孔 と 考 え ら れ、 鉄製短甲での

蝶番金具を用 い な い 「革帯式J の開閉技法の表現 と

考 え る 。

こ の こ と か ら 当 初 の 想定通 り 左前胴であれば、 左

脇聞か両脇聞の形態で あ る と 推測 さ れる 。

こ の よ う に柳町遺跡 2 号木製短 甲 は、 全体の フ オ

ルムや造作の 曲線で は従来 ま で の 鉄製短甲 に類似 し、

細部で は視覚的に線刻や綴孔列の重な り 等か ら 「鉄

製長方板革綴短甲 」 を忠実に模倣 した も の と 考 え ら

れ る 。

④遺跡のま と め
こ れま で に 日 本出土の木製短甲 は、 第 2 表に あ る

よ う に弥生時代 8 遺跡、 古墳時代 9 遺跡、 時期不明

1 遺跡の計 1 8 遺跡が確認 さ れて い る 。

特に九州で は弥生時代を 中心 に 、 福岡県夜須町惣

利 遺跡 ( 後胴 片 肩部 ) 、 長 崎 県 壱 岐 郡 原 の 辻遺跡

( 前胴未製品 ・ 前胴押付板部 ) 、 佐賀県牛津町生立

ケ 里遺跡 ( 短冊形部材 ) 、 福 岡市雀居遺跡 ( 後胴 )、

福岡市板付遺跡 ( 前胴 ) の 5 箇所か ら 出土 を見てい

る 。

ま た古墳時代に 入 っ てか ら も 、 本柳町遺跡 ( 襟付

後胴 ・ 前 も し く は後胴 ) 、 佐賀県諸富町三重楳ノ 木

遺跡 ( 方形板片 ) 、 時期不明で あ る が佐賀県神埼郡

一本杉遺跡 ( 時期不明 、 小破片 ) と 、 九州地方での

出土事例が多い。

本遺跡例の よ う に、 古墳時代 に 限 っ て は木製短甲

が 4 "' 5 世紀前半代 に 集 中 する こ と が従来 よ り 指摘

さ れていた。

ま た 出 土箇所で は、 弥生時代は集落 を め ぐる 環溝

か ら の 出土が、 古墳時代で は、 集落遺跡 と その周辺

よ り 多 く 出土 して い る 。 こ の こ と か ら 「古墳時代に

おいて は有事に 備 え 、 兵士が常駐 した り 、 も し く は

召 集 さ れる 集落等で、 備 え て保管 さ れていた」 と の

推測 も 成 り 立つので は なか ろ う か。

出土状況では、 岡 山市鹿 田 遺跡短甲 は本遺跡 と 同

様に井戸内か ら の 出 土で あ る 。 こ れは木製短甲 が破

損 し た り 、 も し く は本来の役 目 を何等かの型で終え

た と き 破砕す る な ど し て 、 その短甲廃棄の あ り 方に

特殊な意味を有す る こ と が改めて推測 さ れる 。

こ れ ま で に古墳の副葬品 と し て出土 した有機質製

短甲 も 次の例が知 られてい る 。

奈良県天理市東大寺 山古墳 ( 古墳時代前期 ) か ら

は、 革製漆塗短甲 及び草摺が盾、 三葉形環頭に金錯

銘 を持つ鉄刀 と と も に 出 土 し て い る 。 ま た兵庫県赤

穂群上群町西野山第 3 号墳 ( 中期 ) か ら 漆塗繊維製

( ツ ヅ ラ フ ジ )短甲が出土 し て い る 。

現在ま で に 出 土例 は な いが、 今後一般兵士が着用

した彫刻 ・ 漆塗 り ・ 彩色の な い 、 粗製木製短甲や粗

製有機質製短 甲 の 出 土の 可能性 も 高い。

多様な武具の存在が想定 さ れる 。

柳町遺跡か ら ほぼ同時期 に 、 系譜の異な る 2 種類

の木製短甲 が並存 し、 使用 さ れ、 廃棄 さ れた こ と が

判明 し た こ と は、 古墳前期 に お け る 多様な木製短甲

の在 り 方 と い う 課題 に 重要 な 一石 を投 じ る も ので あ

っ た。

こ の よ う に遺跡の立地等か ら 、 本遺跡は軍事色が

強 く 、 短甲や弓等の 武器類 を 常備 し武装 し た集団勢

力の拠点集落で、 菊池川 の 「津」 を意識 し た集落 と

の想定 も で き る 。

出土遺物の特異性等か ら 柳町遺跡が古墳時代前期

の玉名平野の 中核 と な る 集落で あ る こ と が窺 え る 。

- 25 一
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6 ま と め

今後遺跡の広が り を細部に わ た り 調査 し、 玉名平野

に お け る 古墳成立前後の集団関係の把握を進めて い

き たい。
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図 版



図版 1 2 号井 戸 内 木製短甲 出 土状況

1 号木製短 甲 表側

紅型山 阿川叩



図版 2 2 号木製短 甲 表側

曲・・

2 号木製短 甲 拡大



図版 3 2 号木製短甲 裏側

2 号木製短 甲 拡大



木製 品 出 土状況 (上層)2 号井 戸 内図版 4
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図 版 5 2 号井 戸 内 1 号木製短 甲 出 土状況 ( そ の 1 )



図版 6 2 号井 戸 内 1 号木製短 甲 出 土状況 ( そ の 2 )



図版 7 1 号木製短甲 (後胴部棒状留具 1 号木製短甲 (肩部)



図版 8 6 号井 戸 内 2 号木製短 甲 出 土状況 ( そ の 1 )



図版 9 6 号井 内 1 号木製短 甲 出 土状況 ( そ の 2 )



図版 1 0 2 号木製短 甲 (表側)
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図 版 1 1 2 号木製短 甲 ( 裏側 )
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